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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロックケースと、
　前記ロックケースから外への進出および前記ロックケースの中への後退が可能なボルト
と、
　前記ボルトを進出および後退させる進退手段と、
　前記ボルトが前記ロックケースの中に後退し得るボルト通過位置と、前記ボルトが前記
ロックケースの中に後退するのを妨げるボルトブロック位置との間を、前記ロックケース
に固定された中心軸について往復回動するよう構成された回動部材と、
　前記ボルトが前記ロックケースから外に進出している場合に前記回動部材が前記ボルト
ブロック位置に位置するよう、前記回動部材を前記ボルトブロック位置に向けて常時付勢
する付勢部材とを備え、
　前記ロックケース内に侵入しようとする強制的な力が外部から加えられた場合、前記付
勢部材は前記回動部材が前記ボルトブロック位置から外れることを妨げる
　ことを特徴とする本締めボルトロック。
【請求項２】
　前記ボルトが空洞を有し、
　前記進退手段が、
　前記ボルトの進退方向と平行に配置され、雄ネジ部が設けられたスクリューと、
　前記スクリューの前記雄ネジ部に回転係合する雌ネジ部が設けられ、前記空洞の中で前
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記スクリューの軸方向に移動可能に配置されたナットと、
　前記ボルトが前記ロックケースから外に進出するよう前記ナットを前記ロックケースの
外部に向かう方向に移動させる第一方向と、前記ボルトが前記ロックケースの中に後退す
るよう前記ナットを前記ロックケースの外部から内部に向かう方向に移動させる第二方向
とに、前記スクリューを回転させるモータと
　を有し、
　前記付勢部材はバネ付勢されたラッチを有し、
　前記回動部材は前記ラッチにより前記ボルトブロック位置に向けて常時付勢されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の本締めボルトロック。
【請求項３】
　前記ナットにポストが延設されており、
　前記スクリューが、軸方向に沿って区分される第一部分および第二部分を有し、
　前記ボルトが第一表面を有し、
　前記回動部材が、前記ポストを案内するポストガイドと、前記ポストを受容するポスト
受容領域と、ブロック面とを有し、
　前記ナットが前記スクリューの前記第一部分に位置する場合に、前記ボルトは完全に進
出していないとともに、前記ポストガイドは、前記ポストを前記バネ付勢されたラッチの
付勢力に対抗させるよう案内することにより、前記回動部材を前記ボルト通過位置に位置
させ、
　前記ナットが前記スクリューの前記第二部分に位置する場合に、前記ボルトは完全にま
たはほとんど完全に進出しているとともに、前記ポスト受容領域は、前記ポストを前記バ
ネ付勢されたラッチの付勢力に対抗させないよう受容することにより、前記回動部材を前
記ボルトブロック位置に位置させ、
　前記回動部材が前記ボルトブロック位置に位置する場合に、前記ブロック面が前記ボル
トの前記第一表面に対向するよう位置し、前記ボルトが前記ロックケースの内部に強制的
に押し込まれるのを物理的に妨げる
　ことを特徴とする請求項１に記載の本締めボルトロック。
【請求項４】
　モータブラケットをさらに備え、
　前記モータブラケットには前記モータが一体として取り付けられており、
　前記モータブラケットはブラケット延長部を有し、
　通常の位置にある場合の前記ブラケット延長部は、前記ラッチの移動を制限しつつ、
　前記モータまたは前記モータブラケットが全体として動かされたことにより通常の位置
から移動した場合の前記ブラケット延長部は、前記ラッチの移動を制限せず、前記回動部
材が前記ボルト通過位置に戻ることを阻止する位置に前記ラッチが移動することを許容す
る
　ことを特徴とする請求項２または３に記載の本締めボルトロック。
【請求項５】
　請求項１に記載の本締めボルトロックを有するロックシステムにおいて、
　前記ボルトと一体に成形されているかまたは前記ボルトに一体として接続されているブ
ロック部材と、
　ドアまたはドア枠に設けられ、前記ドアが開くのを妨げるロック位置と前記ドアが開く
のを妨げないアンロック位置との間をスライドして移動するスライドバーと、
　使用者がスライド操作して、前記ロック位置と前記アンロック位置との間で前記スライ
ドバーを移動させるレバーと、
　前記スライドバーが前記ロック位置にある場合にロック信号を送信するセンサーと、
　前記ロック信号を受信すると、前記ボルトを進出させるとともに、前記スライドバーが
前記ロック位置から外れるのを防止する位置に前記ブロック部材を移動させる制御手段と
を備え、
　前記スライドバーが前記ロック位置に位置する場合、前記ブロック部材が前記スライド
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バーに係合して前記ロック位置から外れるのを妨げる、
　ことを特徴とするロックシステム。
【請求項６】
　前記センサーが機械的なスイッチから構成されており、
　前記スライドバーが前記ロック位置に位置しているとともにドアが閉じている場合に、
前記センサーが電気的信号を前記制御手段に送信する
　ことを特徴とする請求項５に記載のロックシステム。
【請求項７】
　前記制御手段が、前記ロックケース内に配置されており、前記ボルトの位置を制御する
マイクロプロセッサを有する
　ことを特徴とする請求項５に記載のロックシステム。
【請求項８】
　前記進退手段が、前記ロックケースの内部に配置され、前記ボルトを進出および後退さ
せるよう駆動するモータからなり、
　前記制御手段は前記モータの回転を制御するとともに、前記ボルトが進退する途中で抵
抗に遭遇した時に生じる前記モータの電流上昇を検知して、前記モータに供給する電力を
遮断することによって、前記ボルトの進出する方向および後退する方向の両方についての
位置を制御する
　ことを特徴とする請求項５に記載のロックシステム。
【請求項９】
　ドアをロックすることにより、前記ドアが取り付けられた金庫を保護する、請求項１に
記載の本締めボルトロックにおいて、
　前記進退手段が、前記ロックケースの内部に配置され、前記ボルトを進出および後退さ
せるよう駆動するモータを有し、
　前記モータの回転を制御する制御手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記ボルトが進退する途中で抵抗に遭遇した時に生じる前記モータの
電流上昇を検知して、前記モータに供給する電力を遮断することによって、前記ボルトの
進出する方向および後退する方向の両方についての位置を制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の本締めボルトロック。
【請求項１０】
　前記ボルトが空洞を有し、
　前記進退手段が、
　前記ボルトの進退方向と平行に配置され、雄ネジ部が設けられたスクリューと、
　前記スクリューの前記雄ネジ部に回転係合する雌ネジ部が設けられ、前記空洞に収容さ
れたナットとをさらに備え、
　前記モータは、前記ボルトが前記ロックケースから外に進出するよう前記ナットを前記
ロックケースの外部に向かう方向に移動させる第一方向と、前記ボルトが前記ロックケー
スの中に後退するよう前記ナットを前記ロックケースの外部から内部に向かう方向に移動
させる第二方向とに、前記スクリューを回転させ、
　前記ボルトが進退の途中でその進退を抵抗する部材に接触した場合に、前記モータに供
給される電力が遮断される前に、前記空洞の面と前記ナットとの接触の衝撃を緩和する緩
和部材が、前記ナットに設けられている
　ことを特徴とする請求項９に記載の本締めボルトロック。
【請求項１１】
　前記緩和部材が、前記スクリューに関して対称に配置されて前記ナットに設けられた、
二つの環状の圧縮可能な部材からなる
　ことを特徴とする請求項１０に記載の本締めボルトロック。
【請求項１２】
　物理的な攻撃に反応して本締めボルト機能を提供する再ロック機構を有する請求項１に
記載の本締めボルトロックにおいて、
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　前記進退手段が、前記ロックケースの内部に配置され、前記ボルトを進出および後退さ
せるよう駆動するモータを有し、
　前記モータと一体となって移動し、物理的な攻撃が加えられない限り通常ブラケット位
置に位置するモータブラケットと、
　再ロック部材とを備え、
　前記再ロック部材は、通常は前記モータブラケットを押さえるが、前記モータブラケッ
トが前記通常ブラケット位置から強制的に動かされた場合、本締めボルト位置に移動し、
　前記再ロック部材が前記本締めボルト位置に位置する場合、前記再ロック部材が前記ボ
ルトの後退を物理的に妨げる
　ことを特徴とする請求項１に記載の本締めボルトロック。
【請求項１３】
　前記再ロック部材が、前記再ロック部材自身を通常の位置から前記モータブラケットに
向けて付勢するバネ部と、ブロック部とを備え、
　前記再ロック部材が通常の位置に位置する場合、前記ブロック部は前記ボルトの後退を
妨げず、前記再ロック部材が前記本締めボルト位置に移動した場合、前記ブロック部は前
記ボルトの後退を物理的に妨げる
　ことを特徴とする請求項１２に記載の本締めボルトロック。
【請求項１４】
　前記ロックケースに着脱可能に設けられたボルト到達距離調整手段をさらに備え、
　前記ボルト到達距離調整手段が前記ロックケースに装着された場合、前記ボルトが前記
ロックケース内に最大限に後退するのを物理的に妨げ、
　前記ボルト到達距離調整手段が前記ロックケースから取り外された場合、前記ボルトが
前記ロックケース内に最大限に後退可能となる
　ことを特徴とする請求項１に記載の本締めボルトロック。
【請求項１５】
　前記ロックケースが、雌ネジ部が形成された開口を備え、
　前記ボルト到達距離調整手段が、前記開口に螺合可能な雄ネジ部を有する
　ことを特徴とする請求項１４に記載の本締めボルトロック。
【請求項１６】
　前記付勢部材がバネ付勢されたラッチを有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の本締めボルトロック。
【請求項１７】
　前記回動部材は前記ラッチにより前記ボルトブロック位置に向けて常時付勢されている
　ことを特徴とする請求項１６に記載の本締めボルトロック。
【請求項１８】
　請求項１に記載の本締めボルトロックと、
　前記本締めボルトロックを開放するための通常の認証コードおよび使用者が脅迫されて
いることを示す脅迫コードを含む入力コードを前記本締めボルトロックに送信する認証入
力ユニットと
　を有するロックシステムで使用される脅迫検出システムにおいて、
　前記入力コードを読み取る手段と、
　読み取られた前記入力コードが前記認証コードを構成するか前記脅迫コードを構成する
かを識別する手段と、
　読み取られた前記入力コードが前記脅迫コードを構成すると識別された場合に、使用者
が脅迫されていること示す脅迫信号を脅迫反応ユニットに送信する手段とを備え、
　前記脅迫反応システムは前記脅迫信号を受信すると所定の反応を起こす
　ことを特徴とする脅迫検出システム。
【請求項１９】
　前記本締めボルトロックと前記認証入力ユニットとを結ぶ信号経路に接続手段が設けら
れ、
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　前記接続手段は、前記脅迫検出システムの一部をモジュール式ボックスとして着脱可能
に設けられており、前記脅迫検出システムの一部を前記信号経路へ挿入することおよび前
記信号経路から取り外すことが許容される
　ことを特徴とする請求項１８に記載の脅迫検出システム。
【請求項２０】
　請求項１に記載の本締めボルトロックと、
　通常の状態において、正しいコードが入力された場合に、開くよう命令する認証信号を
前記本締めボルトロックに送信する認証入力ユニットと
　を有するロックシステムで用いられる遠隔有効無効切換システムにおいて、
　有効化コマンドまたは無効化コマンドのいずれかのコマンドを発生する遠隔判断源と、
　前記遠隔判断源が発生するコマンドを受信し、前記無効化コマンドを受信した場合に、
前記通常の状態から無効モード状態に切り替えるとともに前記認証信号を無効信号に置き
換える信号置換手段とをさらに備え、
　前記無効信号が前記本締めボルトロックに送信された場合、前記本締めボルトロックは
開かず、
　前記無効モード状態においては、前記正しいコードが前記認証入力ユニットに入力され
た場合でも、前記本締めボルトロックに開くよう命令することが妨げられる
　ことを特徴とする遠隔有効無効切換システム。
【請求項２１】
　前記本締めボルトロックと前記認証入力ユニットとを結ぶ信号経路に接続手段が設けら
れ、
　前記接続手段は、前記有効無効切換システムの一部をモジュール式ボックスとして着脱
可能に設けられており、前記有効無効切換システムの一部を前記信号経路へ挿入すること
および前記信号経路から取り外すことが許容される
　ことを特徴とする請求項２０に記載の有効無効切換システム。
【請求項２２】
　請求項１に記載の本締めボルトロックと、
　入力されたコードを前記本締めボルトロックに送信する認証入力ユニットと
　を有するロックシステムで用いられる監査証跡システムにおいて、
　前記認証入力ユニットが送信した前記コードを記憶する記憶手段と、
　所定のコードが前記認証入力ユニットに入力されると、前記記憶手段により記憶された
前記コードをアップロードするアップロード手段とを備える
　ことを特徴とする監査証跡システム。
【請求項２３】
　前記進退手段が、前記ロックケースの内部に配置され、前記ボルトを進出および後退さ
せるよう駆動するモータと、前記モータに電力を供給するバッテリを有する、請求項１に
記載の本締めボルトロックにおける、低バッテリ状態感知方法において、
　前記ボルトの後退を開始する後退開始ステップと、
　前記後退開始ステップから所定の時間経過後にモータ電流を計測する計測ステップと、
　前記計測ステップで計測された前記モータ電流と閾値とを比較する比較ステップと、
　それぞれの前記ボルトの後退について実施された比較ステップにおいて、所定の回数連
続して前記モータ電流が前記閾値より低い場合、その後の前記ボルトの後退の開始を阻止
する後退阻止ステップとを備える
　ことを特徴とする低バッテリ状態感知方法。
【請求項２４】
　前記所定の回数が一回より多い
　ことを特徴とする請求項２３に記載の低バッテリ状態感知方法。
【請求項２５】
　前記閾値が、前記ボルトが完全に後退した後に、前記ボルトを進出させるのに必要な電
力に基づいて決定される値である
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　ことを特徴とする請求項２３に記載の低バッテリ状態感知方法。
【請求項２６】
　前記ボルトが、前記進退手段により、前記ロックケースから進出した第一位置と前記ロ
ックケースの中に後退した第二位置との間を移動可能に設けられ、正しいコードが入力さ
れた場合にのみ前記第二位置に移動する、請求項１に記載の本締めボルトロックにおいて
、
　前記ボルトと共に移動する第一部品および前記ロックケースに対して動かない第二部品
を有するセンサーと、
　前記ボルトが前記第一位置または第二位置のいずれかに移動した時に、前記センサーの
前記第一部品および第二部品の相対位置に反応して位置信号を発生する信号発生手段と、
　前記センサーの状態を監視し、前記信号発生手段により発生した前記位置信号に反応し
て可聴的指示および可視的指示のうち少なくとも何れか一つを提供するプロセッサーとを
さらに備え、
　前記プロセッサーは前記正しいコードの入力に反応し、前記ボルトを進出および後退さ
せるよう前記進退手段を制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の本締めボルトロック。
【請求項２７】
　前記センサーの前記第一部品および前記第二部品のうち、いずれか一方がリードスイッ
チであり、他方が磁石である
　ことを特徴とする請求項２６に記載の本締めボルトロック。
【請求項２８】
　請求項１に記載の本締めボルトロックを備えるロックシステムのキーパッドユニットに
用いられる改竄証拠装置において、
　キーパッドベースと、
　前記キーパッドベースに装着されるキーパッドカバーと、
　前記キーパッドカバーおよび前記キーパッドベースのうちいずれか一方の中に配置され
、磁石およびリードから構成されるリードスイッチと、
　前記キーパッドカバーおよび前記キーパッドベースのうちの他方に取り付けられた金属
片と、
　前記リードスイッチの状態に反応して、前記キーパッドカバーが前記キーパッドベース
から取り外されているか否かを検知するマイクロプロセッサとを備え、
　前記キーパッドカバーと前記キーパッドベースとが一体に組み立てられている場合には
、前記金属片が前記磁石からの磁束線を吸収して前記リードスイッチが第一状態となり、
　前記キーパッドカバーと前記キーパッドベースとが一体に組み立てられていない場合に
は、前記金属片は前記磁石からの磁束線を吸収せず前記リードスイッチが前記第一状態と
は反対の第二状態となる
　ことを特徴とする改竄証拠装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はロック、特に、モータ駆動ボルトを有する電子ロックに関する。より特定的には
、本発明は、ボルトが、進出すると、強制的に押し込むことができず、ただ適切な文字の
組合せ又は他の認証を入力することによって後退することができるだけであることが望ま
しいロックに関する。本発明はまた、ボルトを後退させることができないようにすること
によってあるタイプの物理的攻撃に反応することが望ましいロックに関する。本発明はさ
らに、様々なセキュリティ強化策が提供されるロックに関する。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
従来、文字の組合せや他の認証が入力されるとそれに反応してボルトが進出したり後退し
たりする多くのロック設計物が提供されてきた。しかしながら、このような設計物のある
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ものは、進出したボルトを物理的にブロックし、これによって、ボルトが「ロックされた
」位置に進出した後では、ボルトをロックケース中に押し戻そうとする外部から印加され
た圧力にロックが抵抗する「本締めボルト」機能を備えられていなかった。
【０００３】
また、ロックは多くの仕方で、例えばロックケースにドリルされたりするような物理的攻
撃を受けることが考察される。ロックはこのような攻撃に物理的に抵抗するだけでなく、
このような攻撃に適切に反応して、ボルトがその攻撃中や後では後退することができなく
なるようにするのが望ましい。言い換えれば、物理的攻撃の際には、加害者にとって保護
領域に侵入することがさらに困難となるように、「本締めボルト」状態を長期化する又は
永続化するのが望ましい。多くの周知のロックが、ロックが物理的に攻撃されても「本締
めボルト」状態を長期化も永続化もせず、したがって、このシナリオでは適切な追加保護
を提供することがない。
【０００４】
さらに、「ボルト機構」を伴う多くの周知のロックシステムでは、ブロック部材をドアか
らドア枠中に進出させ、また、ロックケース中にボルト再進出するために２つの別々の行
為が必要である。これは単に不便であるだけでなく、個人が第２の行為を実行することを
怠った場合にはさらなるセキュリティ上のリスクが発生する。加えて、このようなシステ
ムでは、１つのロックを様々な設置物及び互いに異なったタイプのボルト機構に容易に適
応させるように調節可能な「ボルト到達距離」（ボルトの運動範囲）を提供するのが望ま
しい。
【０００５】
そのうえ、多くの周知のロックシステムが最小のロック機能しか保有していず、したがっ
て追加のセキュリティ強化機能を提供していない。出願者らは、このようなセキュリティ
強化策にはキーパッドユニットでの改竄の検出とこれに対する反応、ロックの遠隔からの
有効化と無効化動作、脅迫下での使用者によるロックの開放の検出とこれに対する反応、
及び、ロックシステムに起こった出来事の履歴の記憶と後での伝達機能が含まれると認識
した。
【０００６】
本発明はこれらの目的及び他の目的を満足することを意図する。いかなる周知の従来型の
ロックも、以下の明細書に記載する本発明の特徴と利点を有することはないものと信じら
れる。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、外部から印加された力によってボルトがロックケースに押し戻されることがな
いように、進出したボルトを自動的にブロックする本締めボルトロックを提供する。本締
めボルト機能は、エネルギの追加消費を必要とせず、ボルトを単にその「ロックされた」
位置に進出させるだけで発動されるのが利点である。
【０００８】
本発明はさらに、あるタイプの物理的攻撃に際して、ロックが反応して本締めボルトブロ
ック状態を長期化すなわち永続化するようにする。この反応は、ロックエレメントの物理
的関係によって保証され、さらに、ロックの部分にはなんら追加の制御動作を必要としな
い。
【０００９】
本締めボルト機能と、本締めボルト状態を長期化するすなわち永続化する攻撃反応機能と
、の双方が、実質的に同じ機械的エレメントを用いて提供され、これによってロックの構
成に必要とされる部品の数が減少し、またその製造経費が削減されるのは利点である。
【００１０】
本発明はまた、モータ電流があるレベルを超えたと検出されるとこれに反応して双方向で
の運動が停止される「押し引き」ロックを提供する。クッション装置によって、モータや
、ギヤ歯や、他の駆動コンポーネントを破損する危険を冒すことなく電流制限機能を実現
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することができる。
【００１１】
再ロック部材は、モータ支持ブラケットの１部である角度付きフランジを含んでいる。こ
のフランジがドリルに固い保護プレートから材料を除去しはじめさせるに十分大きい力で
押圧されると、このフランジはプラスチック製のピンにブレーキを掛けて、バネ付勢され
た再ロック部材のワイヤを開放して、ボルトが後退しないようブロックする。さらに、ワ
イヤが本締めボルト位置にあると、再ロック部材の延長部がロックケース中のリッジと係
合して、再ロック部材がその元来の位置に戻されないようにする。
【００１２】
本発明はまた、ロックが、ドアの開放をブロックしたりブロックを解除したりするレバー
駆動メカニズムに選択的に係合するボルト機構のブロック部材を制御するロックシステム
を提供する。ボルト機構のメカニズム内に位置するのが望ましいセンサースイッチは、こ
のメカニズムが閉鎖位置にいつ移動したかをロックに送信し、これによって、ロックは自
動的に再ロックする（そして、ボルトを進出させて、ボルト機構のブロック部材を移動さ
せてレバー駆動メカニズムと係合させる）。このようにして、使用者は手動でボルトを進
出させるという第２のステップを実行する必要がなくなる。
【００１３】
最後に、本発明は様々なセキュリティ強化機能、例えば新規なキーパッド改竄検出・反応
システム、遠隔有効無効切換ユニット、脅迫検出／反応、低バッテリ状態感知装置、ボル
ト進出インジケータ、容易調整式ボルト到達距離特徴及び監査証跡機能などを提供する。
【００１４】
本発明のこれらの機能及び利点並びに他機能及び利点は以下の添付図面を参照して次の詳
細な説明を読めば当業者には明らかであろう。
【００１５】
【発明の実施の形態】
図に示す本発明の好ましい実施形態の説明に際し、明確化のために特定の用語を用いる。
しかし本発明はそのように選択された特定の用語に限定することを意図するものではなく
、特定のエレメントのそれぞれは、類似の仕方で作動して類似の目的を達成する技術的な
同等物の全てを含むと理解すべきである。例えば、前部、後部、上部、下部、左、右、時
計周りに、反時計周りに等の用語は図示される実施形態の理解を容易にするために関連す
る用語として意図されたものであり、クレームに記載されている本発明についての絶対的
な限定的用語として意図されたものではない。
【００１６】
実施形態：まず本発明に従うロック、特に本締めボルトロックの第１の実施形態を説明す
る。その後に押し引きロックについての第２の実施形態を述べる。最後に、第１又は第２
の実施形態に従うロックを含む様々なロックシステムの特徴を説明する。
【００１７】
本締めロック：機械的構造及び基本的な動作。本発明に従う本締めボルトロックの好まし
い非限定的な実施形態の構造を図１～４に示し、その動作を図５Ａ～５Ｃのフローチャー
トに示す。
【００１８】
バッテリ又は他の適切な手段を動力源とし得るモータ２０２はロックの動作を助ける原動
力であり、ボルト２０４がロックケース１００内に後退し又はそこから進出されるのを制
御する。バッテリはロック自身からは離れて設置されるのが好ましく、そのハウジング内
でロックはケーブル（特に図示せず）例えばリボンケーブルによって接続される。特定の
実施形態においては、バッテリはキーパッドハウジング内に配置されて、システム内に設
置される他のモジュール式エレメントとともにキーパッド及びロックにも電力を提供する
。リボンケーブルは、ロックケース１００の側面のパッド付き開口１０４を通ってキーパ
ッド、カードリーダ又はアクセス制御デバイスから導かれる。パッド付き開口を通過した
後、ケーブルは適切な内部ケーブルによってモータ２０２へ接続する回路基板（図示され
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ないが以下に述べる）に接続する。
【００１９】
モータ２０２は、モータハブ２０２Ａをモータブラケットの穴２０６Ｃ内に捕らえること
によってモータを固定するモータブラケット２０６によって、ケース１００内に留め具を
用いないで固定される。モータブラケットはポイント２０６Ａ、２０６Ｂでケースに取付
けられる。モータの軸はモータブラケット内の開口２０６Ｃを貫通する。
【００２０】
回路基板（図示せず）はポイント２６６Ａ、２６６Ｂにおいてケースに取付けられる。回
路基板は、従来型の支持・保護回路（レベルシフタ、バッファ、バイパスキャパシタ、ス
パイクサプレッサ、等々）とともに、マイクロプロセッサ又はマイクロコントローラ（以
下、μＣと略す）を含む。基板はまた、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）及び電気的に消去可能読み取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）等の適当
なメモリを含み、それらは全てμＣ自身の中に常駐してもよい（図６を参照）。この明細
書において具体的に述べられていることを除けば、回路基板の特定の選択、設計、プログ
ラミング及び動作は当業者の技術の範囲内にあり、当業者が本発明を理解し実行するため
に、それらの追加的な詳細を述べる必要は無い。
【００２１】
再び図２、３Ａ及び３Ｂを参照すると、雄ネジ部が設けられた内側部分２１６Ｔとネジ切
りしていない外側部分２１６Ｕをもつシャフトを有する部分的にネジ切りしたスクリュー
２１６がモータ２０２によって駆動される。モータはナット２３０を、その回転方向に応
じてモータの方向へ又はモータから離れる方向へ、スクリュー２１６に沿う軸方向へ移動
させる。
【００２２】
スクリュー２１６が回転するにつれて、ナット２３０はスクリュー上を軸方向へ移動する
が、大体はボルト内の矩形の空洞２４０の内部にとどまっている。空洞はモータにより近
く配置された内面２４２と、モータからより遠くかつロックの外側により近く配置された
外面２４４とを持つ。スクリューと同軸に配置された第１コイルバネ２０８は、ナット２
３０とボルトの空洞２４０の最外面２４６との間で押圧して、ボルト２４０をナットとス
クリューとのアセンブリから押して引き離す。この圧力はボルトをロックケース１００の
外側方向へ変位させる。
【００２３】
スクリューの回転によって制御されるナット２３０の位置は、しばしば第１コイルバネ２
０８と連動してロックのボルトの位置を決定する。ナットをモータから遠ざける方向にモ
ータが回転すると、ナットが第１コイルバネを押してそれによってボルトがロックケース
から進出するように強いられる。逆にナットがモータに近づく方向にモータが回転すると
、ボルトはロックの中に後退する。
【００２４】
図３Ａ、３Ｂ及び４に示されるボルト２０４の面には、第１及び第２ストップ２７０Ａ、
２７０Ｂが設置される。ボルトは、進出する際に、ストップがロックケース１００の一体
部分であるブロック２７２Ａ、２７２Ｂに接触するまで移動する。従ってブロック２７２
Ａ、２７２Ｂは、ボルト２０４がロックケースから進出し得る量を限定する。図１、２及
び４Ａに示すロックケースの中で、ボルト２０４の本体はプラットフォーム１０２の上に
進出し、一方ボルトから下方に突出する（図２、４）下部突出部２０４Ｌはケース内のノ
ッチ１０３を通過する（図２）。
【００２５】
ロックケース１００は、回動部材２１４（図２、４）が回転中心２１４Ｃの周りに回転す
る際にそれを保持し限定する２つの突出部２１０、２１２を備える。ラッチ２２０（図２
、４）は第１及び第２突起２２０Ａ、２２０Ｂを備える。通常の動作において、捻りバネ
２２２はラッチ２２０を（図２、４に示すように）回転中心２２０Ｃに対して時計周りの
方向に押す。ラッチがこのように時計周りに押されると、第１突起２２０Ａは回動部材の
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「底」面（図４では見えないものと理解される）上に形成された対象となる面２１４Ｉ（
図２）を押し付ける。第１突起２２０Ａからの圧力によって回動部材２１４は（図４に示
すように）反時計周りに押される。通常動作においては、モータブラケット延長部２０６
Ｅがラッチ上の第２突起２２０Ｂの回転をブロックする。
【００２６】
ナット２３０には、スクリューからボルトの空洞２４０の底面を通り回動部材２１４に向
かって半径方向へ延びるポスト２３２（図２）が備えられる。回動部材２１４の「頂部の
」面（ここでは図４で見える回動部材の面を表す）には、ナットのポストのためのチャネ
ル２１５を形成する第１及び第２ポストガイド２１４Ａ、２１４Ｂが備えられている。
【００２７】
本締めボルトロックの動作。ボルトを進出させたり後退させる際のロック動作の好ましい
方法を以下に述べる。図５Ａから５Ｃの機能フローチャートを特に参照する。
【００２８】
本締めボルトロックをロックする（ボルトを進出させる）こと。簡潔に言えば、モータが
スクリュー２１６を回転させてボルトをロックケースから進出させると、スクリューに沿
ったナットの軸方向の移動の第１部においてポスト２３２（図２）はロッカーのチャネル
２１５(図４)内を移動する。しかしポストがモータ２０２からさらに十分離れるまで移動
すると、ボルトはその完全に進出した位置に近づき、ポスト２３２はショルダ２１８を回
りチャネル２１５から回動部材上のポスト受容領域２１９に逃れる。
【００２９】
通常動作においてポストが回動部材のチャネル２１５の内部にあるとき、バネで付勢され
たラッチ２２０があるにもかかわらずポスト２３２が回動部材２１４の回転位置を抑制す
る。しかしボルトが完全に又はほとんど完全に進出してポストがポスト受容領域２１９に
逃れると、回動部材２１４はバネで付勢されたラッチ２２０によって反時計周りに極限ま
で押される。回動部材２１４が反時計周りに最大限度まで押されると、そのブロック面２
１３が、図４では見えないボルト２０４の「底部」側上の突出部２０４Ｌ（図２）から延
びる斜めの面（第一表面）２０４Ａ（図４）の向かい側に即座に対面する。この位置にあ
るとき、ブロック面２１３はボルト突出部２０４Ｌをブロックすることによって外部から
印加された圧力がボルトをロックケース内に押し戻すことを防ぐ。
【００３０】
この様にして、バネで付勢されたラッチ２２０、限られた長さのチャネル２１５及びブロ
ック面２１３の配置は本締めボルトの配置として機能する。捻りバネ２２２の力が最終的
にブロック面２１３をブロック位置に保持するので、本締めボルト機能を維持するために
この配置にさらに外部エネルギーを追加する必要は無い。
【００３１】
ボルトをロックケースの外へ進出させるために、モータはナットをスクリュー２１６の雄
ネジ部が設けられた内側部分２１６Ｔからネジ切りしてない外側部分２１６Ｕまで移動さ
せるのに十分な所定の時間（例えば０．５秒）回転する。ナット２３０がスクリューのネ
ジ切りしていない外側部分２１６Ｕに達した後、スクリューは少しの間（０．５秒の時間
間隔の残りの部分）回転し続けるが、ナット２３０は、もはやネジ切りした部分上にない
ので静止したままである。（例えばドア枠又は開放したボルト機構によって）ボルト２０
４の進出がブロックされると、第１コイルバネ２０８は少しばかりナット２３０の移動に
抵抗するが、モータはナットが突然の固定した障害物に衝突した場合に受けるような突然
の抵抗を受けることは無い。
【００３２】
ナットは外側に向かってスクリューのネジ切りしていない部分に移動して、ナットが移動
を止めるまでバネ２０８に負荷をかける。回動部材は、ボルト機構（又はドア枠等の他の
ブロック構造物）が閉じられるまでブロック位置内に移動するのを阻止される。バネ２０
８に負荷をかけることによってボルトが完全に進出し、バネ２２２によって回動部材がそ
のブロック位置に移動する。
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【００３３】
本締めロックされた位置は、ロックがほとんど常時通常動作にあるような位置であると想
定される。第１の例外は、認証された使用者が認証コード（数字の組合わせ、キーカード
、等）を入力した後の数秒であり、その間に回動部材２１４は一時的にボルトの進路から
外れて移動するのでボルトを後退させることが可能となる。また以下に示すように、（通
常の動作とは見なされない）ロックへのあるタイプの物理的攻撃の場合には、ラッチ２２
０はロッカーをその本締めボルト位置に永久にブロックする位置に移動する。これらの例
外を以下に説明する。
【００３４】
本締めボルトロックをアンロックすること（ボルトを後退させること）。図５Ａを参照の
こと。通常の動作において使用者が正しい認証コードを入力すると、モータ２０２が起動
して、ナット２３０及びそれに取付けられたポスト２３２がモータの方向へ移動する方向
に、スクリュー２１６を回転させる。
【００３５】
モータが起動する前にポストは回動部材２１４のポスト受容領域２１９に位置している。
モータがまず起動すると、ポストはすぐに回動部材２１４上の第２ポストガイド２１４Ｂ
に噛み合う。ポストがポストガイド２１４Ｂに噛み合うと、それによって回動部材２１４
はラッチ２２０に加わる捻りバネ２２２の力に逆らって（図４に示すように）時計周りに
回転させられる。
【００３６】
モータがまずボルトを後退させ始めるとき、ナット２３０はスクリュー２１６のネジ切り
していない外側部分２１６Ｕ上にある。好ましい実施形態においては、ナットとポストの
この最初の移動の間、ナットは先ずスクリューのネジ切りしていない外側部分上のナット
の静止位置とボルトの空洞２４０の最奥部のエッジ２４２との間の小さな間隙（図示せず
）を横断する。ナットは常に第1コイルバネ２０８によってネジ山に対して押し付けられ
ているが、ナット２３０はモータがスクリューを回転させ始めるまでスクリューのネジ山
に係合しない。ナットがスクリューのネジ山に係合し小さな間隙を横断して閉じて、ボル
トの空洞の最奥部のエッジ２４２に接触するまで、ボルト２０４は実際に移動し始めるこ
とはない。
【００３７】
この様にして、ナット２３０がボルトを移動させ始める前に、ポスト２３２は回動部材２
１４をボルトの進路から外れるよう移動させる。
【００３８】
回動部材が十分に回転した後、ポストは回動部材のショルダ２１８（図４）を回って回動
部材の最大の時計回り回転を描く。この時までに、回動部材のブロック面２１３はボルト
底部の斜めの面（第一表面）２０４Ａから外へ回転している。ブロック面２１３が外れて
いるので、ロックの本締めボルト機能は除去されており、ボルトはロックケース内へ後退
することが可能となる。
【００３９】
ナットのポスト２３２が回動部材のショルダ２１８を回った後、ポストは回動部材のチャ
ネル２１５内に入る。モータとスクリューの引き続く回転によって、ボルトがさらにロッ
クケースの中に後退するのでポストはチャネルの上方に移動する。
【００４０】
第１及び第２ブッシング２３４、２３６がスクリュー２１６に同軸的に設けられる。第１
ブッシング２３４及び第２ブッシング２３６はスクリュー上で自由に回転し、また第２ブ
ッシング２３６はボルト２０４の内端により近く位置している。ブッシングは第２コイル
バネ２３８（図２、３Ａ、３Ｂに示されるが図４では省かれる）を保持する環状のフラン
ジをそれぞれ持っている。第２コイルバネ２３８はボルトが停止する時の衝撃を緩和して
モータへ過度の負荷がかかるのを防止する。ブッシングはバネ、スクリュー及びボルトの
損耗を防ぐ。第２コイルバネ２３８が圧縮され始める際にそれはスクリューとともに回転
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せず、スクリューが回転する際にブッシングはその損耗を防ぐ。
【００４１】
本発明の好ましい実施形態に従えば、マイクロプロセッサ又はマイクロコントローラ（μ
Ｃ）によってモータ電流がその負荷の限界を超えたことが感知されると、モータは停止す
る。
【００４２】
図６に概略的に示すように、（ＳＧＳ　Ｔｈｏｍｐｓｏｎ　ＳＴ６２Ｔ６０Ｂ等の）マイ
クロプロセッサ（μＣ）６００が、ＤＣモータ６０２及び４つの電子スイッチ６１０、６
１２、６１４、６１６とともに表されている。マイクロプロセッサ６００は４つのスイッ
チを制御して選択的にモータに適用する：（１）モータが停止しているときは、無電圧、
（２）モータを第１方向へ回転させるためには、順電圧、（３）モータを第２方向へ回転
させるためには、逆電圧である。順電圧及び逆電圧は、（例えば）２つの並列接続された
９ボルトアルカリバッテリを含むことができる電圧源６０４から引出される。電流の感知
は、抵抗体（又は抵抗体バンク）６０６にかかる電圧を測定することによって間接的に行
われる。
【００４３】
さらに具体的に言えば、マイクロプロセッサ（μＣ）が第１及び第４スイッチ６１０、６
１６をその導電状態に入れると、電流は端子Ａからモータを通って端子Ｂに流れ、モータ
は（例えばボルトを進出させるために）第１方向へ回転する。逆にマイクロプロセッサが
第２及び第３スイッチ６１２、６１４をその導電状態に入れると、電流は端子Ｂからモー
タを通って端子Ａに流れ、モータは（例えばボルトを後退させるために）第２方向に回転
する。本発明の電流感知機能が最も有用性を持つのはボルトの後退の間である。
【００４４】
電流がある過負荷の閾値を超えたことが感知されると、マイクロプロセッサはモータへの
電力供給を絶ち、こうしてボルトが完全に後退した位置に達したときにモータを停止して
機械的拘束又はモータの損傷を防ぐ。マイクロプロセッサの電気的及び電子的作動及びモ
ータの制御については、低バッテリ状態感知機能の説明の中で図７を参照しながらより詳
細に述べる。
【００４５】
本締めボルトロックが開放された後。次の議論はロックが開放された直後の本締めボルト
ロックの動作に関連する。
【００４６】
「タイムアウト」機能。作動中正しい文字の組合せ又は他の認証が入力されると、ボルト
は所定の時間間隔（例えば押し引きロックでは１５秒、又は本締めボルトロックでは６秒
）だけ後退することが好ましい。この所定の時間間隔が経過した後（「タイムアウト」時
間間隔）、モータは自動的にボルトを進出させる（又は進出させようと試みる）。
【００４７】
この「タイムアウト」機能によって、正しい文字の組合せが入力された場合金庫のドアは
ほとんど直ちに開けられなければならない。そうでなければ、ボルトはタイムアウト期間
の終了時にボルトを進出させるので文字の組合せを再び入力しなければならなくなる。こ
の機能は、認証された個人が正しい文字の組合せを入力したけれども取り乱してその場を
去らなければならなくなるというようなシナリオの場合に特別のセキュリティを与える。
タイムアウト機能が無ければ、金庫への閉じたドアはその金庫がロックされていると誤っ
て指示するので、ボルトが自動的に再進出されていなければ、認証されない個人がその金
庫に近づくかもしれない。しかしタイムアウト機能がある場合は、金庫のドアが閉じてい
て文字合わせが過去数秒間に入力されなければ、ボルトが自動的に進出されて前記のセキ
ュリティリスクは回避される。
【００４８】
ボルトがブロックされている場合。特に図５Ｃのフローチャートを参照のこと。
【００４９】
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通常ロックが解除された後、使用者はドアを完全に開ける。その場合、ボルトの経路をブ
ロックするものは何も無いのでボルトは容易に再進出される。しかし、ボルトが後退した
後、使用者がドアをわずかな距離だけ移動させ、その距離はボルトがもはや金庫のドア枠
の空洞と一直線上に並ぶことがない程度に十分大きく、ボルトがドア枠を通り越すほど十
分大きくはない、ということがあり得ると想定される。このシナリオの場合、モータはボ
ルトを外側へ進出させようとするがドア枠はボルトの移動をブロックする。
【００５０】
このシナリオにおいては、ドアが次に移動すれば第１コイルバネ２０８によって、ボルト
が確実に進出する。具体的に言えば、ドアが完全に閉じた位置に押し戻されれば、ボルト
はドア枠内の穴と一直線上に並ぶので、第１コイルバネ２０８がボルトを進出させてドア
をロックする。逆に、ドアが引き開けられれば、バネはボルトがドア枠を通り過ぎると直
ちにボルトを進出させ、こうしてドアが完全に閉まらないことを確認して、金庫がアンロ
ックであることを視覚的に指示する。
【００５１】
本発明はまた、金庫に対する「ボルト機構」が存在する状況へも適用することができる。
以下の節はボルト機構がボルトに取付けられる実施形態に適応する。ボルト機構１３１０
の例を図１３Ａ、１３Ｂに示す。図１３Ａ、１３Ｂを以下に詳述する。
【００５２】
しかしながら、ボルト機構（具体的には図示されず）の簡略化された実施形態は図１３Ａ
、１３Ｂに示すそれとは異なるボルト機構を含んでいる。この簡略化された実施形態にお
いては、ブロック部材１３１２は存在せず、ボルト１３０４はブロック部材無しにノッチ
１３２２内へ直接進出することが可能である。ボルトがドア枠内に進出するロック動作は
、ボルトがボルト機構内のノッチ内へ進出するロック動作と非常に類似しているが、ノッ
チがボルトと一直線上に並べば、ボルトはノッチ内へ完全に再進出可能であるが、ノッチ
が（ボルト機構が「開放されて」いるときのように）ボルトと一直線上に並ばなければ、
ボルトはすぐには進出せず、ボルト機構がそれらの「閉じた」位置に戻ったときに再進出
する。ボルトの自動再進出の機能について言えば、ノッチの、ボルトに関するボルト機構
内への移動は、ドアの開閉及びドア枠の穴のボルトとの再整列と同等であり、ロックの内
部的作動原理は同じである。
【００５３】
今度は図１３Ａ、１４Ｂを参照して、ロックのボルトは後退しているが金庫のボルト機構
は金庫ドアが開くのを許容する位置にない場合、ボルトが経路の外側に出るのをブロック
するものは何も無いので、それは容易に再進出する。ボルトが後退した後、先ずロックに
よってブロックされていたボルト機構を移動させてから金庫のドアが開かれると、ボルト
機構はボルトが進出できないようにボルトの経路をブロックする。このシナリオにおいて
は、モータはボルトを外側へ進出させようとするが、金庫のボルト機構はそのボルトの移
動をブロックする。
【００５４】
このシナリオにおいて、金庫のボルト機構の次の動きが金庫を固定するので、第１コイル
バネ２０８によってボルトの進出が確実化される。具体的には、ボルト機構が移動して完
全に閉じた位置に戻れば、ボルトはボルト機構内のブロックポイントと一直線上に並び、
第１バネ２０８はボルトを進出させて金庫をロックする。
【００５５】
ロックの通常の動作を説明したので今度は本発明の他の機能を説明する。
【００５６】
（特に本締めボルトロックに関して開示された）第１の再ロックセキュリティ機能。当業
者にとって周知のように「再ロック」は２つの定義を持つ。第１は、ボルトが後退した後
に行われるボルトの進出を意味する。この再ロックは使用者の介入無しにしばしば自動的
に行われる。ボルトが後退した後の所定時間間隔内に行われるボルトの上記の自動的進出
は再ロックの第１の例と見なされる。
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【００５７】
以下は第２のタイプの再ロックの説明であり、ロックが物理的に攻撃されたときに行われ
る再ロックである。
【００５８】
ロックが金庫のドアのワイヤアクセス穴を通してハンマー、金属棒又は穿孔機を用いて物
理的に攻撃されて、穴がモータ２０２と一直線上に並ぶという事態が想定される。このシ
ナリオの場合、モータ２０２又はそのモータブラケット２０６が穿孔機の攻撃の力を受け
るエレメントとなり得る。本発明に従えばモータ２０２がモータブラケット２０６に接続
しているので、モータブラケットはその位置から外れる。
【００５９】
モータブラケット２０６が位置から外れると、通常はラッチ２２０（図４）に接触してい
るブラケット延長部２０６Ｅもまた位置がずれる。ブラケット延長部２０６Ｅがずれると
、それはもはやラッチの第２突起２２０Ｂをブロックしない。この様に抑制されることが
無いので、捻りバネ２２２からの回転力によって、ラッチは通常動作中よりもいっそう時
計周り方向へ回転するようになる。
【００６０】
特定の実施形態においては、ラッチは少なくとも９０度回転するのでラッチの第１突起２
２０Ａはロックケース上の丸い部分２２４（図４）に接触する。ラッチがこの極端な時計
周りの位置にあるとき、回動部材２１４によってそれに印加されるいかなる力も、ラッチ
２２０が通常動作中の反時計周り方向よりもさらに時計周りに回転するように、作用する
。したがってラッチ２２０の極端な時計周りの位置によって、回動部材２１４が確実にそ
の本締めボルト位置に置かれるだけでなく、ロックケースが物理的に開かれてラッチが物
理的に取除かれない限りボルトを後退させることができない、ということが確実化される
。
【００６１】
重要なことは、ロックの本締めボルト機能を与える同じ機械的コンポーネントがまたその
再ロック機能を提供することである。再ロック機能を付勢による本締めボルト機能にこの
ように内蔵することによって、ロック内の部品の数を減少でき、従ってロック製造のコス
ト及び複雑さを低減できる。
【００６２】
低バッテリ状態感知。次に図６及び７を参照して好ましい低バッテリ状態感知装置を説明
する。
【００６３】
当業者にとってすでに周知のように、次第に劣化するバッテリ性能及びその限られた耐用
年数は、そのようなバッテリに依存する電子又は電気ロックの正常な機能にとって脅威と
なり得る。例えばこの明細書において説明されるロックにおいて、ボルトが後退してもバ
ッテリがボルトを再進出させるに十分なエネルギーを持たない場合、ボルトはその後退し
たままの位置に留まる。このことは、個人が正しい文字の組合せを入力したけれどもおそ
らく何らかの取り乱しのために金庫のドアは閉じたままですぐその場を去ってしまうとい
うようなシナリオの場合に、深刻な問題となる。ボルトが後退したままであれば、認証さ
れない個人によるアクセスを受け易いときに金庫のドアはロックされているように誤って
見える。
【００６４】
特にそのようなシナリオのために本発明は、バッテリを交換すべきであると規定どおり所
有者に警告するだけでなく、バッテリ性能の有効で重要な評価を正確に感知する創意に富
んだバッテリ感知装置を提供する。従来型の感知装置はバッテリ電圧を感知し、測定され
た電圧が検査されている特定のバッテリタイプに応じて決められている閾値を下回ってい
れば、ロックは防御的措置をとることによって応じる。それとは対照的に、本発明の好ま
しい実施形態に従えば、感知されるのは電圧よりもむしろ電流である。この創意あるやり
方は、モータが本質的に電流駆動のエレメントであるためにモータ駆動のロックに特に相
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応しい。
【００６５】
さらにその電気的測定は、周知の感知装置の場合のように無作為の時点におけるよりもむ
しろ特に意味を持つ時点において行われる。したがってその創意ある装置は単に電気的測
定を検討するだけでなく時間的な測定をも含んでいる。
【００６６】
例証となる実施形態に従えば、（ＳＧＳ　Ｔｈｏｍｐｓｏｎ　ＳＴ６２Ｔ６０Ｂのような
）プロセッサ６００はモータ電流の大きさをモータ起動後の所定の時間間隔内で感知する
。モータは起動後、バッテリがその電流出力を増大させることを要求する。好ましい実施
形態に従えば、モータに与えられる電流が起動後の所定時間内にあるレベルに増加しない
場合は、バッテリは開放する手順を開始するための十分な電力を持っていないという判断
が下されて、適切な防御措置が取られる。
【００６７】
例えばバッテリがボルトを首尾よく後退させ所定時間待機した後にボルトを進出させるの
に十分な電力を持っていないと判断されれば、そもそもボルトを後退させないで、単に可
聴的及び／又は可視的なアラームを発して所有者にバッテリを交換すべきであるというこ
とを知らせる、という決定がなされる。
【００６８】
さらに、バッテリ感知装置の詳細が図６の略図を参照して示されている。ボルトの後退動
作を開始した後、マイクロプロセッサ又はマイクロコントローラ（μＣ）は抵抗（抵抗器
又は抵抗器の配列）６０６を通る電流を時間の関数として監視する。この監視を可能にす
るために、抵抗器の反対側から受信した電圧信号が、図６に略記されている適切なアナロ
グ・デジタル・コンバータ（ＡＤＣ）６０８Ａ、６０８Ｂ及び減算器６０９を通ってマイ
クロプロセッサ６００に与えられる。特定の実施形態においては、ＡＤＣを内蔵するマイ
クロプロセッサを選択して電圧信号値の減算がソフトウェア内で実行することが可能であ
ると考えられる。どちらの実施形態においても、マイクロプロセッサは測定した電圧差を
抵抗器６０６の既知の抵抗値で割って、モータを通る瞬間的電流を時間の関数として表す
値を得る。
【００６９】
動作中にロックが正しい認証コードを受取ると、マイクロプロセッサ内のタイマーが時間
ｔ０（図７のタイミングダイアグラムを参照）において始動する。時間ｔ０においてはモ
ータを通る感知電流は零であるので、電流のグラフは図７のグラフの原点にある。この時
点において電圧がモータに印加され、電流が増加し始めてモータの回転に抵抗する摩擦力
に打ち勝つ。時間ｔ０が経過すると、マイクロプロセッサは測定された電流値を閾値電流
ＩＴＨと比較する。測定電流が閾値電流より大きければ、それは領域「Ａ」によって表さ
れるように許容範囲であると見なされて、動作は正常に進行する。しかし測定電流が閾値
電流に達しない場合は、それは「Ｕ」で表されるように許容できないと見なされて、「低
バッテリ」フラグがソフトウェア内にセットされる。
【００７０】
このフラグは、バッテリが消耗して許容可能な性能基準を下回ったので交換すべきである
ということを示している。マイクロプロセッサは信号をケーブル経由でキーパッドに送り
、適切な可聴的及び／又は可視的指示を発して使用者に警告する。この目的のために、ロ
ックのＦＤＢＫ（フィードバック）信号１１によって駆動される従来型のビープ音発生装
置１１０２及び発光ダイオード（ＬＥＤ）１１０４がキーパッドハウジング（図１１の略
図を参照）内に備えられる。
【００７１】
好ましい実施形態においては、さらに２つの閾値がセットされる。第１の閾値は使用者に
バッテリの寿命が終わりに近いことを警告する。第２の閾値に達すると、「低バッテリ」
フラグがセットされた後はもはやボルトの進退を行うことはできない。ソフトウェアは単
にマイクロプロセッサに文字の組合せの正しい入力を無視して聴覚的及び又は視覚的指示
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を与えることを促すだけである。従って、フラグがセットされたときにボルトを後退させ
る試みの前に、この機能によってバッテリがボルトを後退させた後に再進出するのに十分
な電力を持たないという状況が回避される。
【００７２】
このフラグ設定機能への追加には、時間の経過によって電圧を「回復」するバッテリの性
能の利用が含まれる。この機能追加を有する実施形態において、各開閉周期は上述の電流
検査を含む。３つの連続する周期における電流が第１の閾値に達しないときは、（例えば
、５セットの２重ビープ音等の）「低バッテリ」警告が発せられる。３つの連続する周期
における電流が第２の閾値に達しないときは、ロックの作動は許可されず、（例えば、２
０個の連続ビープ音等の）「バッテリ上がり」の指示が発せられる。
【００７３】
ロックの作動が許可されないとき各周期の終わりにおいて、マイクロプロセッサがボルト
進出動作を開始して、感知の間短時間電流が流れ、ナット２３０がスクリュー２１６の下
方に移動しないことを確実化することが好ましい。
【００７４】
もちろん最少の閾値として選択された電流の特定値及び起動後の特定の時間ｔ１はいくつ
かの要因によって変化する。これらの要因には、バッテリの特性、ロック内で用いられる
モータ、十分な電力が決定的であるとみなされる動作の予想電力消費量、主観的に選択さ
れる安全の余裕、等々が含まれる。これらのパラメータは、バッテリ、モータ及び機能の
所与の組合わせを日常的に体験している当業者には容易に判断できるものであり、詳述の
必要は無い。
【００７５】
ボルト位置の感知。図示されているボルトには磁石２９０が備えられており、図２、３Ａ
、３Ｂ、４には正確に、図６には６９０の符号が付されて概略的に示されている。磁石は
、（例えば）ロックの回路基板（図示せず）に取付けられているリードスイッチ６９２（
図６）と共同して用いられる。当業者にとって周知のように、リードスイッチの閉鎖は外
部の磁石近傍によって統括制御される。磁石がリードスイッチ近傍にあるとき、スイッチ
は閉じ、磁石がスイッチ近傍に無いとき、それは開回路を与える。
【００７６】
第１の実施形態においてボルトが進出しているとき、回路基板上の磁石はリードスイッチ
の近傍にあり、リードスイッチは「ロックした」状態の信号をマイクロプロセッサ又はマ
イクロコントローラ（μＣ）に送る。ボルトがケース内に後退しているときは、磁石はリ
ードスイッチの近傍にはなく、信号は取除かれるので、マイクロプロセッサ内のソフトウ
ェアによってロックはアンロックされたと判断される。
【００７７】
代りの実施形態において、ボルトが進出しているときよりもむしろ後退しているときにリ
ードスイッチは磁石の位置の近傍にあり、その場合マイクロプロセッサに与えられる信号
は「アンロック」状態を指示する。どちらの実施形態においても、マイクロプロセッサに
よって可聴的及び／又は可視的指示の表示が可能となり、「ロックした」状態が確認され
又は（好ましくは）「ロックした」状態の警告が行われる。好ましい実施形態においては
、可聴的及び可視的指示はビープ音発生装置１１０２及びキーパッドユニット上のＬＥＤ
１１０４である（図１１に概略的に示す）。
【００７８】
押し引きの実施形態。「押し引き」実施形態として要約される創意あるロックの第２の実
施形態を図８、９、１０Ａ、１０Ｂ及び１０Ｃに示す。
【００７９】
図９は押し引きロックの分解斜視図であり、図１０Ａ、及び１０Ｂは、それぞれ後退位置
及び進出位置にあるロックの部分切取り平面図である。図９、１０Ａ及び１０Ｂにおける
コンポーネントは、図８に示すベース８００及びカバー８０１を持つケース内に囲まれて
いる。
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【００８０】
モータ９０２はボルト９０４をロックケース８００内に及びそこから進出する原動力を提
供する。ボルトには、図１３Ａ及び１３Ｂに示されている「ブロック部材」に接続するの
に役立つ雌ネジが切られた２つの穴９０４Ａ、９０４Ｂが設けられている。
【００８１】
モータ９０２はモータブラケット９０６によって支持されている。（９０２Ａに位置する
）モータのハブはモータブラケット内の穴９０６Ａによって固定される。モータの軸はモ
ータブラケット内の開口９０６Ａを通って一連のギヤ９０８Ａ、９０８Ｂ、９０８Ｃを駆
動する。ファイナルギヤ９０８Ｃは雄ネジが設けられたスクリュー９１６を保持するカラ
ー９１４の端部９１２と結合する成形穴９１０を持つ。カラー９１４はベアリングハウジ
ング９２０と結合するベアリング保持器９１８の開口９１８Ａ内にはめ合わされる。ベア
リングハウジング９２０は、カラー９１４がはめ合わされる開口９２２を持つ。ベアリン
グハウジング９２０内のベアリング９２４はカラーのベアリング表面９２６上のカラーを
支持する。
【００８２】
ナットアセンブリ９３０は、その軸がスクリュー９１６の回転軸を横断するように配置さ
れる。ナットアセンブリは、より大きな直径の中央部分９３２とより小さな直径の外側部
分９３４Ａ及び９３４Ｂを持つ。ゴム製の環状クッション９３６Ａ及び９３６Ｂのような
２つの圧縮可能な部材がそれぞれ外側部分９３４Ａ及び９３４Ｂ上に、かつ中央部分９３
２の軸方向外側の縁部近傍にしかしそれに接触しないように、設けられる。外側部分には
、環状のクッションと結合してクッションが軸方向に滑るのを防ぐ環状のへこみ（図示せ
ず）が設けられるのが望ましい。従って環状クッションの内径は、環状クッションを所定
位置に保持するためにへこみの近傍の外側部分の外径よりもわずかに小さい。環状クッシ
ョンはスクリューが貫通する穴９３８に関して対称であるのが望ましい。
【００８３】
環状クッション９３６Ａ、９３６Ｂ付きのナットアセンブリ９３０はボルト９０４の頂部
の空洞９４０にはめ合う。モータがスクリュー９１６を第１方向へ回転させると、環状ク
ッション９３６Ａの表面は側面９４２Ａ（特に図１０Ｃを参照）を押し付け、環状クッシ
ョン９３６Ｂの表面は側面９４２Ｂを押し付ける。逆にスクリューが反対方向に回転させ
られた場合、環状クッション９３６Ａの表面は側面９４４Ａ（図１０Ｃ）を押し付け、環
状クッション９３６Ｂの表面は側面９４４Ｂを押し付ける。
【００８４】
一般に９５０の符号が付されている再ロック部材は、ケースの内面９５２Ａを押し付ける
梃子の端部９５２（図１０Ｂ）、（図１０Ｂのハブ９５４Ｈによってケース内で安定化さ
れる）バネ部９５４、一般にボルトに隣接するポイントに向かって延長する縦部分９５６
、ボルトが進出しているときにその内側端面９８２近傍に位置するループ９５８、及び通
常ケース内のノッチ９６０Ａ（図１０Ｂ）内にはめ合うブロック部９６０を含む。再ロッ
ク部材の動作を以下に述べる。
【００８５】
プリント回路基板（図示せず）はポイント９６６Ａ及び９６６Ｂにおいてケース８００に
取付けられる。プリント回路基板上のハードウェアは、上述した本締めボルトロックの実
施形態におけるプリント回路基板上に与えられるものと実質的に同じである。それは、こ
の明細書の他の場所で説明される他の制御及び監視機能とともに、モータの動作を制御す
る命令を実行するマイクロプロセッサ又はマイクロコントローラのような制御エレメント
を含むべきである。
【００８６】
作動中、ロックが図１０Ｂに示す延長位置にあると仮定すれば、プリント回路基板上のマ
イクロコントローラは（キーパッド上に入力された一連の数のような）正しい認証コード
の入力に応答して、モータ９０２によってスクリュー９１６を第１方向に回転させる。ス
クリューの回転によってナットアセンブリ９３０はモータの方へ移動して、環状クッショ
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ン９３６Ａ、９３６Ｂをそれぞれボルトの空洞９４０内の側面９４２Ａ、９４２Ｂに押し
付ける。この圧力によって、ボルトの表面９８２がケースを通って突き出るボルト到達距
離調整ネジ（ボルト到達距離調整手段）９８０からの突出部に達するまで、ボルトはロッ
クケース内に後退する。
【００８７】
この時モータ電流は増大する負荷に応じて上昇する。その上昇はマイクロコントローラに
より適切な方法で感知される（例えば図６を参照）。マイクロコントローラが電流の上昇
を感知すると、それはモータに回転を停止するよう命令する。環状クッション９３６Ａ、
９３６Ｂは多くの衝撃を効果的に吸収し、それによって電流値の上昇の激しさが低減され
マイクロコントローラの迅速な反応が可能となり、従ってモータ、ギヤの歯及び他の駆動
コンポーネントへの損傷を防ぎ、バッテリの消耗を遅らせる。
【００８８】
ボルトを進出させることによってロックを再ロックするために、モータは逆方向に回転し
、それによってスクリューはまた逆方向に回転する。スクリューの回転は、ボルトを図１
０Ａの位置から図１０Ｂの位置に向けてロックの外に強制的に進出させる（又は進出させ
ようとする）。この力がナットアセンブリに加えられると、環状のクッション９３６Ａ、
９３６Ｂはそれぞれボルトの空洞９４０内の側面９４４Ａ、９４４Ｂを押し付ける。ボル
トが物理的にブロックされていなければ、この圧力によって、ボルトの突出部９７０Ａ、
９７０Ｂがそれぞれケースブロック面９７２Ａ、９７２Ｂに接触するまで、ボルトはロッ
クケースの外へ進出する（図１０Ｂを参照）。
【００８９】
この接触でモータ電流は上昇し、マイクロコントローラがその上昇を感知し、それに応答
してモータへの電力供給を断つ。ボルトが後退する間と同じように、環状クッションはボ
ルトが停止したときの多くの衝撃を吸収し、それによってマイクロコントローラは電力供
給を断つ回数をより多く得て、モータ、ギヤ歯及び他の駆動コンポーネントの寿命の延長
を可能にする。
【００９０】
ボルトが物理的にブロックされている場合は、ケース面９７２Ａ、９７２Ｂよりもむしろ
ボルトをブロックする障害物がボルトの移動停止時点及びモータの停止時点を決定すると
いうことを除いて、ロックはほとんど同様に機能する。
【００９１】
従って図９、１０Ａ及び１０Ｂに示すロックは、モータの回転に基づいてボルトを両方向
に能動的に移動させ、電流の感知に基づいてボルトの両方向への移動を停止させる。この
機能が、ロックに適用される「押し引き」という用語のもとになっている。
【００９２】
ボルトは後退位置に留まることを強いられるが（図１０Ａ）、好ましい実施形態において
は本締めボルトロックについて述べた機能に類似した「タイムアウト」機能が与えられる
。簡潔に言えばタイムアウト機能とは、ボルトが後退した（図１０Ａ）後の短時間（例え
ば、１５秒）内にマイクロコントローラが自動的にボルトを再進出する（図１０Ｂ）こと
を確実化するようなセキュリティ機能である。このセキュリティ機能は、金庫が実際はロ
ックされていないのにロックされているという印象を与えかねない後退位置（図１０Ａ）
にボルトを長時間放置しないことを保証するものである。
【００９３】
図１３Ａ、１３Ｂに示すような「ボルト機構」を用いるロックシステムの中に、押し引き
ロックの好ましい応用例が存在する。そのような応用例に用いられる場合、押し引きロッ
クは単一の使用者の操作（図１３Ａ、１３Ｂに示すようなハンドルの回転）に応答してボ
ルトを進出させることができる。マイクロコントローラは金庫のボルト（突起１３４１～
１３４３）が進出位置に移動させられたかどうかを示すスイッチの位置に応答して、ロッ
クのボルトを自動的に進出させる。
【００９４】
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（９８０の符号が付されて示されるような）１つ以上のネジ穴がケース８００の背面を通
って設けられる。ネジがネジ穴９８０に挿入されると、ロックは直ぐ上に述べた仕方で作
動する。
【００９５】
しかしネジが穴９８０から取り除かれると、それはボルトの移動を妨害しないので、ボル
トはケース内に極限まで後退することが可能となる。ネジが差し込まれていないので、ボ
ルトはボルト表面９８４（図１０Ｃ）がベアリングハウジング９２０によってブロックさ
れる位置まで後退する。その時点でマイクロコントローラはモータへの電力供給を断ち、
ボルトはロックケース内にわずかに後退する。
【００９６】
ネジ穴９８０の目的は、ボルトの運動範囲を特定の設置物とボルト機構の形状とに適すよ
うに適応させることである。このようにして、実質的に同じロック（容易に着脱可能なネ
ジを含む）を様々な設置物とボルト機構の形状の中で用いることができる。したがって、
別々のロックを設計して製造する必要はなく、このようにして、ロックの設計者と製造者
にとって設計と製造の費用が節約となる。
【００９７】
図９～１０Ｃに、図２の本締めボルトロック中の磁石２９０と実質的に同じ目的と機能を
持つ磁石９９０が図示されている。この磁石は全般的に図６では６９０の符号を付して図
示されている。したがって、磁石９９０を含むこのボルト進出／後退インジケータ装置も
また、図６と図１１を参照して本明細書に記載の低バッテリ状態感知機能、改竄証拠キー
パッド、脅迫ジャンクションボックス、遠隔有効無効切換ボックス及び監査証跡インジケ
ータと同じように押し引きロック中に採用可能である。
【００９８】
第２の再ロックセキュリティ機能（押し引きロックと共に開示）。図示の実施形態は、あ
る種の物理的攻撃によってボルトが後退させられないようにする内蔵の再ロック機能を備
えている。
【００９９】
図９を参照すると、モータ９０２は金属製のモータブラケット９０６中にはめ合っている
。再ロック部材９５０はバネ付勢され、これによって、通常操作では、再ロック部材が金
属製のモータブラケット９０６の底部部分９０６Ｌに当接するようになっている。通常動
作においては、モータブラケットは細片９２０から延長しているペグ９２０Ａ、９２０Ｂ
によって本来に位置に保持される。ペグ９２０Ａと９２０Ｂは、金属製のモータブラケッ
ト９０６より実質的に弱い材料からできている。通常は、これらのペグはモータブラケッ
トをその本来の位置に保持し、これによって、再ロック部材９５０が、ボルト９０４がブ
ロックされないような、静止位置に留まるようになっている（図１０Ｂを参照）。
【０１００】
この耐ドリルシステムの効果は、再ロック機能を引き起こす力未満の力でのドリル動作中
に切屑を形成し始めることはない硬質プレート９０７を提供することによって強化される
。外力がケースの背部に対して印加されると、又は、ドリルのピットがケースに侵入して
硬化プレート９０７に対して力を印加すると、モータ９０２とモータブラケット９０６が
ケースの背部から強制的に離される。この際には、金属製ブラケット９０６に印加された
力によって、これを保持していた軟質プラスチックペグ９２０Ａと９２０Ｂを遮断し、ブ
ラケット９０６を妨げることなくケース８００の背部から離れるように移動させる。
【０１０１】
モータブラケットがケースの背部から離れて移動すると、ブラケットはバネ付勢された再
ロック部材９５０をもはや保持することはない。バネ部９５４の力によって、再ロック部
材９５０はケースの側部９５２Ａ近傍のその静止位置から離れる。ループ９５８は、再ロ
ック部材の外側端の近傍にあって、ケースの側部から、再ロック部材がボルト９０４を後
退しないようにブロックする入り江９５８Ｃ中に移動する。入り江９５８Ｃに入ると、再
ロック部材のループ９５８はボルト表面９８２をブロックする。この再ロック部材の位置
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が本締めボルト機能を実行する。すなわち、正しい文字の組合せが入力されてもボルトは
後退することはできない。
【０１０２】
モータに対抗力が印加された場合の追加の再ロックの保証として、バネ部９５４が、ケー
スのノッチ９６０Ａにある再ロック部材のブロック部９６０を、その静止位置からずらす
。ループ９５８が入り江９５８Ｃに移動してボルト９０４をブロックすると、ブロック部
９６０は、ケース中のリッジ９６０Ｂ（図１０Ｂ）に当接する位置に移動する。このブロ
ック部９６０の運動は、ブロック部９６０を付勢して（図１０Ｂに対して）反時計回り方
向に回転させる捻りによって保証される。ブロック部９６０がリッジ９６０Ｂに当接する
と、再ロック部材に対してボルトから（ケースの側部に向かって、図１０Ｂの右側から左
側に）離れる方向に印加されるいかなる力も、再ロック部材をそのボルトブロック（本締
めボルト）位置から微動だにさせない。このリッジは、ワイヤをケースの側部に向かって
その元来の位置９６０Ａに移動させようとする再ロック部材のいかなる運動をもブロック
する。
【０１０３】
この装置によって、認証されない個人が、単に再ロック部材をボルトから強制的に離そう
とすることによって再ロック部材をそのボルトブロック位置から外そうと操作することは
できない。リッジ９６０Ｂは、再ロック部材に本締めロック機能を付与し、再ロック部材
自身はボルトに再ロック機能を付与し、二重の保護を提供している。
【０１０４】
加えて、カバー８０１は、カバーの遮断ラインを構成する薄いセクション８０１Ａ（図８
）を有している。モータが強制的にロックから駆動されると、カバー８０１が遮断する。
カバーの一部分がボルトとワイヤ再ロッカーの上方に残って、これらを、個人によってさ
らに再ロッカーシステムを無効化しようとする操作から保護する。
【０１０５】
補助（システム）機能。次に、本発明の様々な機能を、特に図１１Ａと１１Ｂ（図１１と
総称されることもある）を参照して開示する。図６と７と同様に図１１Ａと１１Ｂに示す
システムも、図１～５Ｃの本締めロックでも図８～１０の押し引きロックでも用いること
ができることが理解されよう。
【０１０６】
本明細書のほかのところで記載されるタイプでもあり得るロック１はキーパッドユニット
２と共に図示されている。ロック１とキーパッドユニット２は、ある好ましい実施形態で
は次の４つの導線を有するケーブルによって接続されている。信号経路１０は、ロック１
中のキーパッドユニットとマイクロプロセッサとの間に延びる双方向性のアナログ信号経
路である。フィードバックライン１１は、ロックのマイクロプロセッサからキーパッドユ
ニットへ、さらに外部データ処理ユニット３、例えばパソコンなどに至るアナログ信号経
路である。キーパッドユニット中のバッテリ又はバッテリ配列から供給される、ライン１
２で搬送される電力。様々なユニット間で共有される、ライン１３で伝達されるグランド
。このケーブルに沿って、１つ以上のモジュラーボックスが挿入されることがある。本発
明によれば、これらのボックスには無効信号挿入ボックス（信号置換手段）４と脅迫検出
ボックス７が含まれる。無効信号挿入ボックス４と脅迫検出ボックス７はモジュール式で
あり、したがって、特定のシステムに含んでもよいしこれから排除してもよいが、この記
述を完璧なものとするために、双方共が図示の実施形態中に含んでいる。また、本発明は
、無効信号挿入ボックス４と脅迫検出ボックス７のコンポーネントを組み合わせて１つの
ボックス４７として共有することもできる。
【０１０７】
モジュラー性を維持するために、これらのボックスは、ケーブルの上流に接続可能とする
それぞれの入力コネクタ４Ａ及び７Ａ並びにケーブルの下流に接続可能とするそれぞれの
出力コネクタ４Ｂ及び７Ｂを備えている。所与のボックスをロックシステムから省いた場
合、ケーブルの上流は単に、この省略されたボックスのコネクタではなく連続した下流側
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のコネクタにはめ合うだけである。このようなコネクタは簡潔さのために図１１Ｂでは省
略されている。コネクタの特定の選択又は設計は、当業者には容易に可能であり、したが
って詳細は省かれる。
【０１０８】
脅迫検出ボックス７が適切なインタフェース８への通信ラインを介して１つ以上の脅迫反
応ユニット８Ａ、８Ｂ、８Ｃなどに接続されているところが図示されている。脅迫反応ユ
ニットには、例えば、１つ以上のアラーム８Ａ、スチールカメラ又はビデオカメラ８Ｂ、
外部電話接続部８Ｃなどが含まれる。
【０１０９】
無効信号挿入ボックス（信号置換手段）４は、通信ラインを介して遠隔有効無効切換（Ｒ
ＥＤ）ユニット５に接続されているところが略図で示されている。遠隔有効無効切換ユニ
ット５の動作は、１つ以上のアラームボタン、キースイッチ、遠隔の電子コマンドを受信
するモデムなどであり得る遠隔判断源６によって統括制御される。
【０１１０】
簡潔には、遠隔有効無効切換ユニット５によって、無効信号挿入ボックス（信号置換手段
）４は「無効信号」をロック１に至る信号経路１０上に送出することができる。特定の好
ましい実施形態（図１１Ｂを参照）では、「無効信号」は実際には継電器によって信号経
路１０の「開放」（断続すること、すなわち回路を開放すること）をしており、ロックが
開放信号を無効信号と認識する。
【０１１１】
ある好ましい実施形態では、無効信号挿入ボックス（信号置換手段）４と遠隔有効無効切
換ユニット５の機能は１つのボックスの中に合成されている。この実施形態では、Ｖｂｌ
ｏｃｋ信号が図示の無効信号挿入ボックス４と遠隔有効無効切換ユニット５の機能が合成
された複合ボックスによって受信されると、信号経路１０が適切なラッチ継電器によって
開放される。
【０１１２】
キーパッドユニット２は、キー配列１１０６と、このキー配列中のキーの閉鎖を解釈する
エンコーダ１１０８と、を含んでいる。図１１Ａに略図で示すように、エンコーダは、例
えば２の累乗で進行的に増加する互いに関連する抵抗値を持つ１連の抵抗体を有する抵抗
体ラダー１１１０の全体の抵抗値を制御する。抵抗体ラダー１１１１０はその一方の端が
グランド１３に接続され、他方の端がプルアップ抵抗（ブロック中にある２０ｋΩ抵抗体
１１０１であるが望ましい）でＤＣ電源（＋Ｖ）１２に接続されている。このように、キ
ー配列１１０６、エンコーダ１１０８及び抵抗体ラダー１１１０はプログラム可能分圧器
として一緒に機能する。この抵抗体ラダー中の抵抗体を任意に組み合わせてショートする
ことによって、エンコーダはこの抵抗体ラダーに対して、押圧されたばかりのキーを一意
にエンコーディングして表すアナログ出力ライン１０に電圧を提示させる。
【０１１３】
図１１Ｂに示す代替実施形態では、抵抗体配列１１１０’が装備されている。キーパッド
１１０６中の各キーは信号（データ）ライン１０に異なった抵抗を挿入するスイッチ（１
１０８’の符号が付され略図で示されている）に接続されている。
【０１１４】
キーパッドユニット２はまた、アナログＦＤＢＫ（フィードバック）経路１１からの信号
を受信するようになっている。図１１Ａの実施形態では、キーパッドユニットは信号を従
来型のパソコン（ＰＣ）などの外部ユニット３に通す。図１１Ｂの実施形態では、信号と
フィードバック経路は、ダラス・セミコンダクタの「タッチメモリー」とロックデータ変
換用の電子回路を含んでいる監査証跡インタフェース３’に接続されている。また、可聴
インジケータ（ビープ音発生装置）１１０２と可視インジケータ（発光ダイオードＬＥＤ
）１１０４がフィードバック経路信号１１に反応する。
【０１１５】
１つ以上の並列接続された９Ｖのアルカリバッテリから成る１１００の符号が付されて示
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されるＤＣ電源によって様々な図示ユニットに電力が供給される。
【０１１６】
キーパッド改竄反応機能。ここで図１２Ａ～１２Ｆを参照すると、図１２Ａに、本発明の
ある実施形態によるキーパッド改竄反応システムで用いられる金属片６４６を持った、キ
ーパッドカバー６４２とキーパッドベース６４４の分解斜視図が示されている。図１２Ｂ
はキーパッドカバー６４２の内部の平面図であり、図１２Ｃはキーパッドベース６４４の
内部の平面図である。図１２Ｄはキーパッドカバーのリードスイッチ６４８と磁石６５０
と並置されたキーパッドベースの金属片６４６を示す。図１２Ｅは図示用に置かれたキー
パッドベースとキーパッドカバーを示し、図１２Ｆは、キーパッドカバーがキーパッドベ
ース上に取り付けられた場合に、金属片６４６が磁石６５０とリードスイッチ６４８の間
にどのように取り付けられるかを示している。
【０１１７】
キー配列１１０６を有するキーパッドカバー６４２。キーパッドベース６４４はネジ、ボ
ルト又は他の手段によってドア又は壁に固定されるようになっている。キーパッドカバー
はフック１２０２及びバネクリップなどの適切な手段によって、キーパッドベースのそれ
ぞれのスロット１２０５や１２０７（図１２Ａ）に止められる突起１２０４や１２０６（
図１２Ｂ）にしっかりと固定される。
【０１１８】
キーパッドカバー６４２は、キーパッドユニットとマイクロプロセッサ（図１１を参照）
などの外部データ処理ユニット間を伸びるケーブルを受容する第１の電気コネクタ１２６
０と、キーパッドユニット２とロック１間を伸びるケーブルを受容する第２のコネクタ１
２６２と、を有している。一揃いのバッテリ端子１２７０も図示されているが、これは当
業者には周知に仕方で並列に配置された（例えば）２つの標準の９Ｖアルカリバッテリを
受容するものである。
【０１１９】
非認証の個人がカバーをベースから取り外して保護領域に入ろうとしたり、ロックを破壊
しようとしたり、単にロックの構造に関する情報を得ようとしたりすると、それは認識さ
れる。ロックシステムのある好ましい実施形態は、キーパッドカバーがキーパッドベース
からより外されるとそれを検出して様々な仕方で反応する。
【０１２０】
キーパッドカバーはリードスイッチ６４８（図６を参照）に近接して置かれた磁石６５０
（これまた図６を参照）を有している。このキーパッドベースはスロット１２０９（図１
２Ａ）に固定された金属片６４６を有している。キーパッドカバーがキーパッドベースに
取り付けられると、キーパッドベースの金属片６４６（図１２Ａ）がカバーの磁石６５０
とリードスイッチ６４８（図１２Ｂ）のちょうど間に置かれる。カバーがこのようにキー
パッドベース上に取り付けられると、金属片はさもなければリードスイッチに届く磁束ラ
インに衝突する。この状況で、リードスイッチは第１の状態にあることになる。
【０１２１】
逆に、キーパッドカバー６４２がキーパッドベース６４４から取り外されると、金属片６
４６は磁石とリードスイッチ間から除去される。この状況では、以前は金属片から逸れて
いた磁石の磁束ラインがリードスイッチに届き、これによって、リードスイッチが第１の
状態から反対の第２の状態に変わる。
【０１２２】
リードスイッチはキーパッドユニットからマイクロプロセッサ又はマイクロコントローラ
（μＣ）（図６を参照）に至る信号経路によって接続されている。ある好ましい実施形態
では、マイクロコントローラは、キーパッドユニットから遠隔にあるロックケース中に安
全に置かれているプリント回路カード上に置かれている。リードスイッチのこの状態は、
実質的に連続して又は適切な割り込みスキームを介してマイクロプロセッサによって読み
取られる。マイクロプロセッサ中のソフトウエアは、キーパッドカバーがこのように開か
れたことを検出すると、次のように、キーパッドカバーの除去に反応して様々な機能の内
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のどれかを始動させる。
【０１２３】
最初に、マイクロプロセッサは単にその出来事のログにおける出来事をＥＥＰＲＯＭ（電
気的に消去可能なプログラム可能ＲＯＭ）中に記録できるだけであり、このＲＯＭはマイ
クロコントローラ又は分離したメモリーチップの１部であるオンチップメモリーであった
りする。出来事は本明細書の別のところで説明されている監査証跡システムの１部となる
ものである。この監査証跡システムは、所定の「アップロード」キーシーケンスの入力に
反応して、キーパッドハウジングを介してパソコンや他のデバイスにアップロードされる
。
【０１２４】
代替例として、金属片６４６が磁石６５０とリードスイッチ６４８間からより除かれると
、リードスイッチが、キーパッドユニットからロックに至る信号経路を接地することがで
きる。代替例として、信号経路を、接地ではなく、キーパッド上のキーを押すことによっ
て発生する電圧とは異なった固有の所定の「改竄アラーム」電圧レベルに設定されること
が考察される。ロックのマイクロプロセッサソフトウエアは接地された信号経路又は他の
「改竄アラーム」電圧を無効信号として解釈して、ロックのボルトの後退を拒絶する。「
改竄アラーム」信号が有効である限りには、正しい文字の組合せが入力されてもロックに
は届かない。
【０１２５】
キーパッドカバーがキーパッドベース上で交換される場合は、リードスイッチが自身の第
１の状態に復帰し、「改竄アラーム」電圧がロックに至る信号経路から除去される。ロッ
クは様々な仕方で反応し得る。例えば、ロックは単に、キーパッドカバーが合法的な理由
（例えば、キーパッドハウジング中のバッテリの交換）で取り外されたことによって通常
動作に復帰することがある。
【０１２６】
代替例として、正しい文字の組合せの入力に反応した場合でも、キーパッドカバーを取り
外す人間が非認証であるとの前提に基づいてロックはボルトの開放を拒絶し続けることが
ある。この代替のシナリオでは、ロックのソフトウエアは、キーパッドカバーの最初の取
り外しに反応して、好ましくはＥＥＰＲＯＭ中の「キーパッド改竄」フラグを立てる。キ
ーパッドカバーが取り外されて追加の文字合わせが入力されると、このソフトウエアは可
聴及び／又は可視のアラームを発して、現時点での個人に改竄が発生したことを示す。こ
のような１つの警告によって、又は（代替例として）使用者が「改竄アラーム」状態を承
認して除去するための特殊なコードの組合せを入力すると、ロックのマイクロプロセッサ
は「キーパッド改竄」フラグをリセットして通常動作に復帰する。
【０１２７】
前述のようにして、本発明のロックは、改竄の検出に対する様々な反応を実現している。
反応は上記のように厳密さのレベルが様々なである。
【０１２８】
脅迫反応機能。ロックシステムは、使用者に自分が脅迫下にあることを秘密に信号通知す
ることを可能とするシステムを用いることがある。例えば、企業の被雇用者が銃を突き付
けられてロックを開くことを命じられた場合、この被雇用者は本明細書で理解されるよう
に「脅迫」下にあるものと理解される。このシナリオでは、この被雇用者は、通常の文字
合わせの代わりに脅迫文字組合せ（脅迫コード）と呼ばれる特殊な文字の組合せを入力す
る。脅迫コードは、例えば、被雇用者が脅迫下にある場合にロックを空けるために通常に
用いる文字の組合せ（認証コード）の１桁変更物であったりする。
【０１２９】
そのうえ、脅迫信号を送るロックの機能が所定のキーパッドプログラムシーケンスによっ
てオン／オフされる。脅迫コードであるこの文字の組合せはこの機能がオンの場合にしか
脅迫信号として認識されない。
【０１３０】
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脅迫信号が入力されると、ロック自身は、認証コードが入力されたかのように通常に反応
し、アナログフィードバックラインにはなんら特殊なフィードバックは提供されない。こ
れによって、銃を持った加害者が、脅迫コードが入力されることを警戒しないことを保証
する。しかしながら、ロックは脅迫コードの入力を検出して、脅迫反応ユニットに信号通
知する。このようにして、この被雇用者はロック開放に対するこの加害者の要求に、アラ
ームを発し、カメラを起動し、警察の支援を要求したりすることによって、自身のこの行
為を加害者に知らせることなく、対処することができる。
【０１３１】
この機能を達成するには、モジュール式の脅迫検出ボックス７がキーパッドユニット２と
ロック１間のラインに挿入されている。実質的に、ロックはアナログ信号経路１０を監視
し、使用者が押圧したキーの順列をエンコーディングしたものであるアナログ電圧レベル
の順列を比較する。ロックが脅迫コードの入力を検出すると、ロックは、双方向信号経路
でバックアップされる固有の電圧パルスのシーケンスを送出する。脅迫検出ボックスはロ
ックからのこの電圧パルスのシーケンスを解釈して、警告状態を信号通知する出力継電器
を閉じる。ある特定の好ましい実施形態では、この継電器は、脅迫コードが入力された１
秒後に状態を変えて、その変化した状態に２秒間にわたって留まる。
【０１３２】
この監視のための構成は、電圧パルスのシーケンスを受信してそれを既知のパルスシーケ
ンス１１２２と比較するシフトレジスタ・コンパレータ１１２０によって模式的に示され
ている。完全に整合することが検出されると、シフトレジスタ・コンパレータは、反応し
て脅迫反応ユニットへのインタフェース８に信号通知するパルスジェネレータ１１２４（
最も単純な例は上記の継電器）に脅迫信号を送信する。
【０１３３】
インタフェース８は、この脅迫信号を受信すると、１つ以上の脅迫反応ユニットに対して
、（一般的に遠隔にある）アラームを発したり、ビデオカメラやスチールカメラを起動し
たりして強盗者や強盗の証拠を収集したり及び／又は強盗が進行中であることを警察に自
動的に電話通報したりすることによって適切に反応させる。
【０１３４】
このようにして、本発明によるロックシステムは、企業の所有者が、強盗者に対してそれ
と知らせることなく適切な行動をとることを可能とする。
【０１３５】
インタフェースの特定の選択や設計はどのような特定の脅迫反応ユニットが選ばれるかに
よって異なる。このようなユニットの特定の選択及びインタフェースの特定の選択や設計
は本発明にとっては本質的なものではなく、また、このような選択や設計は当業者の能力
の範囲内にあるので、インタフェースの構造の詳細な説明は不必要である。
【０１３６】
遠隔有効無効切換。無効信号挿入ボックス（信号置換手段）４と遠隔有効無効切換（「Ｒ
ＥＤ」）ユニット５によって、企業の所有者は、正しい文字の組合せがキーパッドユニッ
ト２から入力された場合でもロックが開けられるのを遠隔操作で無効化することができる
。
【０１３７】
このボックスとユニットの例示実施形態を図１１Ａに示す。しかしながら、ある特定の具
体的な実施形態では、無効信号挿入ボックス（信号置換手段）４と遠隔有効無効切換（「
ＲＥＤ」）ユニット５の組合せであるボックスは、ロックの開放が許可されるかどうかを
決定する外部電圧信号Ｖｂｌｏｃｋを受信する。光カップラはＶｂｌｏｃｋを受信して、
極性の変換を実質的に決定するジャンパ線の設定しだいで、ラッチ用継電器がロック１と
キーパッドユニット２間の信号経路１０を閉じたり開いたりする。＋Ｖ電力ライン１２は
、ロックがＶｂｌｏｃｋの状態に関わらずなお自動的に再ロックできるように、遮断され
ないようになっている。
【０１３８】



(25) JP 4439112 B2 2010.3.24

10

20

30

40

50

再度図１１Ａのより一般的な略図を参照すると、無効信号挿入ボックス（信号置換手段）
４は、遠隔有効無効切換（ＲＥＤ）ユニット５の制御下で、キーパッドユニット２からの
信号がロックに到達しないようにアナログ信号経路１０を遮断する。無効モードが起動さ
れている場合、キーパッドからのアナログ信号の代わりに、「無効信号」（この好ましい
実施形態ではアナログ信号）がロックに送られる。バイナリ（有効化又は無効化）の判断
は、バイナリの「ブロック」ビット信号１１４０によって略式に示される。「ブロック」
信号は、判断源６が発したバイナリ電圧Ｖｂｌｏｃｋとして略式に示されるが、無効信号
挿入ボックス４と遠隔有効無効切換ユニット５の双方に入力される。
【０１３９】
無効信号挿入ボックスでは、「ブロック」ビット信号１１４０は、セレクタ１１４４への
選択制御入力を制御する。「ブロック」ビット信号１１４０が起動状態にある場合、遠隔
有効無効切換（ＲＥＤ）ユニット５からの「無効信号」１１４２をロック１に送出する。
「ブロック」ビット信号１１４０が起動状態にない場合、セレクタ１１４４は単にアナロ
グ信号をキーパッドユニット２からロック１に送出して通常動作を実行する。
【０１４０】
セレクタ１１４４は略して示されているが、高インピーダンス状態の出力を持つことが分
かる。高インピーダンス状態にあるとき、セレクタはロックからキーパッドに戻る信号に
は干渉しない。この逆方向に信号が通過するための、高インピーダンス出力と制御入力を
持つバッファ１１４６が略式に図示されている。
【０１４１】
図１１Ｂの代替実施形態では、信号経路の干渉は信号系路上の非干渉電圧を選択すること
により起こるのではなく、信号系路上のリレーのオープンにより起こる。
【０１４２】
図１１Ａを再度参照すると遠隔有効無効切換ユニット５中のＶｂｌｏｃｋ信号が、１１５
０の符号が付されたスイッチを制御する。起動されると、スイッチ１１５０は、電圧Ｖｕ
ｎｉｑｕｅをセレクタ１１５２の第１の入力に選択的に接続する。Ｖｕｎｉｑｕｅがディ
ジタル信号である場合に、インバータ１１５４がスイッチ１１５０の出力を受信し、セレ
クタの第２の入力を駆動する。Ｖｕｎｉｑｕｅは、次のように、選択された特定の実施形
態次第でアナログ信号であったりディジタル信号であったりする。
【０１４３】
Ｖｕｎｉｑｕｅがアナログ信号として設計された場合、セレクタの第１の入力が常に選択
され、Ｖｕｎｉｑｕｅは無効信号挿入ボックス（信号置換手段）４を介して送られてロッ
ク１に到達する。この場合、Ｖｕｎｉｑｕｅは無効信号１１４２として機能し、これによ
ってロックはキーパッドからのいかなる文字の組合せの入力も無視する。Ｖｕｎｉｑｕｅ
はキーパッドユニットの分圧器１１１０が発生する電圧に関しては固有でなければならず
、これによって、ロックは容易にアナログＶｕｎｉｑｕｅの無効信号１１４２を信号経路
１０上の通常のキー閉鎖から区別できる。
【０１４４】
Ｖｕｎｉｑｕｅがバイナリ信号（例えばグランド）である場合、セレクタ１１５２はＶｕ
ｎｉｑｕｅ（例えばグランド）又はその逆転されたバイナリ信号（＋Ｖに近い）を選択さ
れた無効信号として無効信号挿入ボックス（信号置換手段）に送出する。柔軟性を持たせ
るために、手動で設定されたジャンパ線接続部１１５６によって、Ｖｕｎｉｑｕｅとその
逆信号のどちらかが選択されるかを決定する。Ｖｕｎｉｑｕｅがアナログ信号であるとの
前提に立つ上段の段落の記載と同じ仕方で、（バイナリの）無効信号１１４２によってロ
ック１はキーパッドからの文字合わせ入力を無視することを命令される。
【０１４５】
ディジタルのＶｕｎｉｑｕｅの方がアナログのＶｕｎｉｑｕｅより使用しやすく信頼性も
高いと考えられる。実際、バイナリの無効信号を用いると、無効信号挿入ボックス（信号
置換手段）４は、信号経路１０を制御可能に接地する単純な電気式継電器として設計して
、略式に示すセレクタ１１４４の実現に際してロックシステムの設計と実現を簡略化でき
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る。
【０１４６】
しかしながら、アナログの無効信号の方がバイナリの無効信号より好ましいシナリオが考
えられる。特に、ある実施形態では、キーパッドユニット２が、キーパッドの改竄が検出
されるとそれに反応してアナログ信号経路１０を接地する特定の改竄検出機能を備えてい
る。このシナリオで、Ｖｕｎｉｑｕｅがバイナリであると、ロックはアナログ信号経路１
０からグランド信号を受信するが、キーパッド改竄動作（キーパッドユニットから）と遠
隔無効化動作（ＲＥＤユニットから）を識別できない。アナログ信号経路１０上キーパッ
ドからのいかなる信号とも異なったアナログのＶｕｎｉｑｕｅによってこの曖昧さが避け
られる。
【０１４７】
監査証跡機能。本発明によるある実施形態によれば、ロックのマイクロプロセッサは出来
事のログを保持している。このログはマイクロプロセッサと又はその本体と同じ基盤上に
ある電気的に消去可能なプログラム可能ＲＯＭであるＥＥＰＲＯＭに保持するのが望まし
い。データ構造を簡略化しＥＥＰＲＯＭの記憶容量を最大化するために、このログは２の
ｎ乗個のエントリ（ここでｎは６などの整数）の「ローリングスタック」として保持され
るのが望ましい。
【０１４８】
様々な出来事がログに入力される。入力された出来事には、正しい文字組合せ入力、不正
な文字組合せ入力、キーパッド改竄警告や脅迫文字組合せ入力などの非日常的な出来事、
遠隔有効化動作や遠隔無効化動作などがある。どの発生事の場合でも、その発生事を一意
に識別するバイナリコードシーケンスがスタックにプッシュされる。
【０１４９】
ＥＥＰＲＯＭの容量を超えた場合（従来のスタックではスタックのオーバーフローに対応
する）、最旧のシーケンスが単にオーバーライトされるだけである。したがって、この設
計によってスタックオーバーフローが避けられるが、これは小容量のＥＥＰＲＯＭを使用
している場合には特に有用な機能である。
【０１５０】
ログを読み取ることが望ましい場合、使用者は所定の「アップロード」コードシーケンス
をキーパッドから入力する。ロックのマイクロプロセッサはこのアップロードシーケンス
を検出して、アナログ信号経路１０とアナログフィードバックライン１１の制御権を得る
。マイクロプロセッサは同期を取ったクロック信号をフィードバックライン１１上に送出
し、一方、データをこれと同期を取って信号経路１０上に送出する。送信されたデータは
スタックからポップされた単なるコードシーケンスである。クロックと同期データとはキ
ーパッドユニット２から外部デバイス３に送られるが、このデバイスはパソコン（ＰＣ）
又は、データをＰＣに入力するように調整する適当なインタフェースである。
【０１５１】
このようにして、ロックが記録している最新の出来事が同期して監査モジュールのマイク
ロプロセッサ（図１１Ｂ）に送信されるか又は、出来事のコーディング済みシーケンスが
個人による表示と監査のために外部コンピュータ（図１１Ａ）に通信される。ローリング
スタックのハードウエアとソフトウエアの実現物、クロック信号とこれと同期したデータ
信号の発生、外部コンピュータに対する情報の中継及びログ情報提示などが当業者には容
易に選択されて設計されるのでこれ以上は説明しない。
【０１５２】
図１１Ｂに、図１１Ａの実施形態が実行するのと実質的に同じ機能を実行する代替の実施
形態を示す。同一又は類似のエレメントには同一又は類似の参照符号が付けられていて、
図１１Ａと１１Ｂのどちらか一方のエレメントはその他方のエレメントと交換可能である
ことが分かる。すなわち、図１１Ａと１１Ｂの実施形態は互いに排他的ではない。
【０１５３】
図１１Ｂを参照すると、キーパッドユニット２’が直列接続された遠隔有効無効切換モジ
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ュール４’と脅迫モジュール７’によってロック１’に接続されているところが図示され
ている。遠隔有効無効切換モジュール４’と脅迫モジュール７’は１つのモジュール４７
’に含んで、同じ機能を提供することが考察される。監査証跡インタフェース３’がキー
パッドユニットとロック間の分岐に位置している。
【０１５４】
図１１Ｂにも示すように、様々な市販のシステムのどれでもよいが外部アラームシステム
５８’が装備されている。この外部アラームシステムは脅迫入力を脅迫モジュール７’か
ら受信する。外部アラームシステムはまた、「有効化」信号を遠隔有効無効切換モジュー
ル４’に提供する。外部アラームシステムは、可聴アラーム８Ａやカメラ８Ｂなどの様々
なアラーム反応ユニットに信号を提供するようなタイプのものでよい。
【０１５５】
図１１Ｂのキーパッドユニット２’では、電力は１つ以上の９Ｖバッテリなどから成る電
源から提供される。ある好ましい実施形態では、この電源が電力を遠隔有効無効切換モジ
ュール４’、脅迫モジュール７’、ロック１’及び監査証跡インタフェース３’又は所与
の実現例で提示されるような数のこれらのエレメントに提供する。ビープ音発生装置１１
０２とＬＥＤ１１０４は図１１Ａと同じようにロック１’からフィードバック（ＦＤＢＫ
）ライン１１に接続されている。
【０１５６】
キーパッドユニット２’（図１１Ｂ）でキーが閉じられるとキーパッドユニット２（図１
１Ａ）とは少し異なった仕方で通信される。図１１Ｂでは、キーパッド配列１１０６上の
１２個のキーの各々が、１１０８’の符号が付されたキーパッドのキー配列中で個々のキ
ースイッチとして動作する。キーが押されると、それに対応するスイッチが閉じて信号経
路１０を抵抗体ネットワーク１１１０’中の対応する抵抗体を介してグランド１３に接続
する。各抵抗体は固有の抵抗値を持っているので、信号経路１０とグランド間で導入され
る抵抗値は各キーの閉鎖に固有であり、これによって、ロックのマイクロプロセッサはキ
ーが閉じられたことを一意に識別できる。
【０１５７】
図１１Ｂ中の遠隔有効無効切換モジュール４’は実質的に、外部アラームシステム５８’
などの外部判断源に対して信号経路１０に沿った電気的接続を遮断することを可能とする
。図示の実施形態では、この電気的接続はラッチ用継電器１１４７の状態によって選択的
に開かれたり閉じられたりする。継電器１１４７の状態は、（例えば）外部アラームシス
テムからの経路１１４０’上に提供されるバイナリの「有効化」信号の状態によって決定
される。
【０１５８】
「有効化」入力は光カップラ１１４９を通過し、結果として分離された「有効化」信号は
マイクロコントローラ１１４８に入力される。マイクロコントローラ１１４８は有効化信
号の状態をレジスタやラッチと同様に記憶する。様々なレベルの市販の外部アラームシス
テム５８’にインタフェースできるような柔軟性を追加するために、極性入力１１５０が
、マイクロコントローラに、分離された「有効化」信号からの高レベル又は低レベルのど
ちらが「有効化」命令を示しているかを告げる。極性信号は、極性信号経路をある電圧又
はグランドのどちらかに選択的に接続するよう手動で設定されたジャンパ線によって決定
することができる。「有効化」信号によって、信号経路１０を開くべきか閉じるべきかを
決定する。
【０１５９】
マイクロコントローラ１１４８は、「有効化」信号が起動状態（通常ロック動作用）にあ
る場合にラッチ用継電器を閉じ、「有効化」信号が起動状態にない（キーパッドをロック
から断続する）場合にラッチ用継電器を開く。マイクロコントローラ１１４８は、（例え
ば）ＭＩＣＲＯＣＨＩＰ（登録商標）のＰＩＣ１２Ｃ５０８マイクロコントローラとして
実現してもよいが、他の実現例も本発明の範囲に含まれる。
【０１６０】
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ここで図１１Ｂの脅迫モジュール７’を参照すると、マイクロコントローラ１１７３が、
コンパレータ１１７１によって検出された一連の脅迫パルスに反応して脅迫継電器１１７
２の状態を制御する。上記の実施形態のように、被雇用者が脅迫下にある場合、この被雇
用者は特殊な脅迫キーシーケンスをキーパッド１１０６から入力することができる。脅迫
キーシーケンスは通常の文字の組合せキーシーケンスとは異なっている。ロックはこの脅
迫キーシーケンスを認識して、一連の脅迫パルスを双方向信号経路１０に送り返す。
【０１６１】
この脅迫パルスは、キーパッドからのいかなるキー閉鎖シーケンスとも、ライン上のいか
なる予測されるノイズとも異なった周波数、形状及び持続時間を持っている。コンパレー
タ１１７１が、信号経路１０上の瞬間的な電圧を閾値電圧と比較する場合、ある大きさ未
満の信号が無視される。したがって、コンパレータは、誤って脅迫パルスシーケンスに類
似するかもしれない信号を効果的に濾過して除去する。
【０１６２】
マイクロコントローラ１１７３はコンパレータが送るあらゆるシーケンスを認識して、あ
る所定の周波数と持続時間を持つパルスが必要な数のサイクルにわたって存在することを
検出する。マイクロコントローラ１１７３は、入力波形を脅迫パルスシーケンスとして認
識すると、脅迫継電器１１７２の状態を変化させる。脅迫継電器１１７２（閉じているか
開いているかによってある電圧又はグランドに接続される）の状態は経路１１７４に沿っ
て外部アラームシステム５８’に通信される。
【０１６３】
脅迫状態は該当する応用分野に適切な時間だけ維持される。これは外部アラームシステム
の要件や脅迫状態の手動でのキャンセルの可能性などを考慮したものである。このような
機能の変更例をマイクロコントローラにプログラムすることは当業者に能力の範囲に入る
。
【０１６４】
遠隔有効無効切換モジュール４’と脅迫モジュール７’を１つの合成モジュール４７’に
組み合わせると、マイクロコントローラ１１４８とマイクロコントローラ１１７３はＭＩ
ＣＲＯＣＨＩＰ（登録商標）のＰＩＣ１２Ｃ５０８などの同じマイクロコントローラを用
いて実現することができる。
【０１６５】
図１１Ｂの監査証跡インタフェース３’を参照すると、同期信号が、経路１１上の監査デ
ータ信号と同期して信号経路１０に入力される。監査証跡インタフェース３’は、ロック
中で用いられるのと同じモデルの、ＳＧＳＴｈｏｍｐｓｏｎのＳＴ６２Ｔ６０Ｂなどの従
来設計のマイクロコントローラ１１５８を含んでいる。同期信号と監査データ信号は、通
常はキーパッド配列１１０６からのキー閉鎖の所定のシーケンスに反応して、ロック１’
によって提供される。
【０１６６】
マイクロコントローラは同期入力を、監査証跡情報を表す信号経路１０上のデータ中のク
ロックに対するクロック信号として用いる。監査データがマイクロコントローラによって
読み込まれると、マイクロコントローラは、市販のＤＡＬＬＡＳＳＥＭＩＣＯＮＤＣＵＴ
ＯＲ(登録商標）の「ＴｏｕｃｈＭｅｍｏｒｙ」や他の適当なメモリーなどのデータ記憶
デバイス１１５９にデータを出力する。記憶デバイス１１５９中の情報は監査証跡インタ
フェースから、情報を監査目的で人間がより読みやすい形式で表示するデバイス（例えば
ＰＣ）に移動させることができる。代替の実現例として、マイクロコントローラ１１５８
は監査データを直接に、それを中間の記憶デバイス１１５９に記憶するステップを取るこ
となく、適切な表示デバイスに送出できる。
【０１６７】
図１１Ａと１１Ｂの実施形態は互いに排他的ではないことを再度強調しておく。むしろ、
実施形態の内の１つの実施形態の特徴は他の実施形態の特徴と組み合わせて、広い様々な
実現例を達成する。したがって、本発明の範囲は上記の実施形態と実現例に限定されるべ
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きではない。
【０１６８】
「ボルト機構」を持つロック。本締めボルトロックの実施形態と押し引き実施形態は特に
、図１３Ａと１３Ｂに示すロックシステムで用いるのに適している。これらの図中、ボル
ト１３０４を持つロック１はボルトに接続されているボルト機構１３１０と一緒に図示さ
れている。図示のロックシステムでは、ボルト１３０４自身はドアが開放されることをブ
ロックしないが、ボルトによって間接的にドアが開放されることをブロックされる。
【０１６９】
特に、ボルト１３０４はネジなどの適切な手段によってブロック部材１３１２に接続され
ている。このブロック部材は様々な形状と方位の内のどれを持つものでもよい。図示のブ
ロック部材は、引力によって水平方向に配置されたスライドバー１３２０に向かって下方
に付勢されている縦方向に配置されたバーである。スライドバー１３２０がその右端の極
端位置（図１３Ａに図示するような位置）又はその近傍にあると、ブロック部材１３１２
の底部端はスライドバー１３２０のノッチ１３２２中に捕獲される。このように捕獲され
ると、ブロック部材１３１２はスライドバー１３２０が水平方向に移動するのを妨げる。
【０１７０】
ブロック部材がノッチに捕獲されない場合、スライドバーは手動でレバー１３３０によっ
て移動してもよい。レバー１３３０はピボット点１３３２の周りにピボット回転する。レ
バー中のピン１３３４がスライドバーの縦方向スロット１３２４と係合してレバーの回転
をスライドバーを長手方向の水平運動に変換してドア枠（図１３Ｂを参照）に近づけたり
離したりする。
【０１７１】
ドア枠に最も近いスライドバーの端は、ドアからドア枠に向かって外側に延長する１つ以
上のボス１３４１、１３４２及び１３４３を有する縦方向バー１３４０と一体に接続され
ている。ブロック部材１３１２がノッチ１３２２（図１３Ａ）中に捕獲されると、ボス１
３４１、１３４２及び１３４３はドア枠のそれぞれの強化スロットと係合し、これによっ
て、スライドバー１３２０が移動できないようにし、ボスがドアを開放しないようにブロ
ックする。ブロック部材１３１２がノッチ１３２２に捕獲されていないとき、使用者はレ
バー１３３０を回転させてスライドバー１３２０、縦方向バー１３４０及びボスをドア枠
からさらにドア中（図１３Ｂ）に移動させることができる。この水平運動を極端まで実行
すると、ボスをドア中に完全に引き込み、これでドアの開放をブロックしない。
【０１７２】
したがって、ドアがロックされるかされないかは、（１）スライドバー１３２０の水平位
置（使用者のレバーによって決まる）と（２）ボルト１３０４とブロック部材１３１２の
縦方向位置（ロック１によって決まる）によって決定される。
【０１７３】
第１の動作モードでは、ロック１は正しい文字の組合せ入力に反応して、所与の短い「タ
イムアウト期間」（例えば１５秒）にわたってボルト１３０４をロックケース中に後退さ
せ、これで、ブロック部材１３１２をノッチ１３２２から逃がし、使用者がスライドバー
を図１３Ｂに示すように移動させて、ドアを開放する。タイムアウト期間が満了すると、
ロックは自動的にボルトを進出させ、これによって、ノッチがその下方にあればブロック
部材１３１２をノッチ１３２２中に捕獲させる。
【０１７４】
ノッチがブロック部材の下方にない場合、ボルトは進出されないようにブロックされてい
ることが認識される。この場合、第１の実施形態による本締めボルトロック中の第１コイ
ルバネ２０８（図２）などのバネ部材によって、ノッチとブロック部材が将来整合する場
合にはブロック部材が即座にノッチ中に押圧される。この機能は、第１コイルバネを有す
る第１の実施形態による本締めボルトロックで用いる方が、ボルト自身より重い物体を移
動させる物理的能力がある押し引きロックで用いるより適切である。
【０１７５】
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図８～１０の押し引きロックを図１３のシステムで使用して、ブロック部材とノッチが整
合していない場合にロックが進出しようとすると、ボルトは進出できず、このブロック動
作によってモータが即座にオフする。したがって、第２の動作モードで用いる場合、ロッ
クのさらなる機能として、ボスがドア枠中に挿入されたかどうかを検出するセンサースイ
ッチ１３５０がある。
【０１７６】
センサースイッチ１３５０はドア枠中にあって、縦方向バーがその極端進出位置（図１３
Ａ）にあるときに縦方向バーと接触して閉じられているところが図示されている。しかし
ながら、本発明は、センサースイッチもまたボルト機構に位置付け可能であり、ブロック
部材１３１２がノッチ１３２２中に自由に移動できるようにするものである。
【０１７７】
本発明は、ドア自身の中などにセンサースイッチを位置付けすることを考察しているが、
その条件としてそれがスライドバー、縦方向バー及びボスの進出した又は後退した位置を
決定する場合である。しかしながら、センサースイッチをドア枠中に位置付けすることは
単に、スライドバーとボスが進出されことを保証するが、ドア枠中に進出することを保証
しない。
【０１７８】
第２の動作モードでは、ロックのマイクロプロセッサ１は、第１の動作モードの場合と同
様に正しい文字の組合せ（又は他の認証コード）の入力に反応して、ボルトを後退させブ
ロック部材１３１２を引き上げ、これによって、使用者がスライドバー１３２０、縦方向
バー１３４０及びボス１３４１～１３４３を後退させられるようにする。しかしながら、
第２の動作モードでは、ロックはセンサースイッチ１３５０の状態に反応して、スライド
バーが完全に進出してボスがドア枠内にあることをスイッチが検証した場合にだけボルト
を進出させようとする。この第２の動作モードによって、ボルトが進出するのは、ドアが
事実上閉じられボスが事実上ドアが開かないようようにブロックしているだけであること
を保証する。第２の動作モードとは対照的に、第１の動作モードでは、使用者がドアを開
けるがスライドバーを外側に進出させ、これによって、ドアがまだ開いているときでもブ
ロック部材をノッチ中に落とす可能性が残る。
【０１７９】
第１の実施形態の本締めボルトロックは、第１の動作モードで用いる場合に特に適してお
り、第２の実施形態の押し引きロックは第２の動作モードに特に適している。
【０１８０】
本発明による上記の実施形態の修正例と変更例が可能であることが、上記の教示に照らし
合わせて当業者には理解されよう。したがって、本発明による機械的、電気的、機能的ソ
フトウエア及びデータ構造上の特徴の特定の実現例を当業者の所有する原理にしたがって
変更可能であり容易に利用可能である。例えば、本発明は、いかなる変更例でも使用者に
対してフィードバック又は適当なロック動作を提供するが、これは上記の明細書中に既述
した可視及び／又は可聴のボルト進出表示に限られない。したがって、添付クレームとそ
の同等物の範囲内に置いて、本発明は具体的に既述したものと別様に実施可能である。
【図面の簡単な説明】
本発明は、全般にわたって同様の参照符号が同様の部品を示す以下の添付図面を参照して
次の好ましい実施形態の詳細な説明を読めばより明らかになるであろう。
【図１】本発明の好ましい第１の実施形態による本締めボルトロックによる、カバー１０
１を持ったロックケースの分解斜視図である。
【図２】本発明による本締めボルトロックのある実施形態による重要なメカニズムのコン
ポーネントの分解斜視図である。
【図３Ａ】ボルトが後退した（アンロックされた）位置にある図２の本締めボルトロック
の平面図である。
【図３Ｂ】ボルトが進出した（ロックされた）位置にある図２の本締めボルトロックの平
面図である。
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【図４】部分的に分解された（２層の）平面図である。上の層はモータ２０２、モータブ
ラケット２０６、スクリュー２１６、ナット２３０及びボルト２０４を示す。部分的な底
部層は、ロッカー２１４、バネ付勢されたラッチ２２０及びモータブラケット延長部２０
６Ｅを示し、これらはボルトの下方に配置されている。この図面の２つの層は、例えばケ
ースとモータブラケット延長部を繰り返しているが、これによっていかにして２つの層が
はめ合うかを分かり易くしている。
【図５Ａ】図１～４の本締めボルトロックの実施形態の動作を図示するフローチャートで
ある。
【図５Ｂ】図１～４の本締めボルトロックの実施形態の動作を図示するフローチャートで
ある。
【図５Ｃ】図１～４の本締めボルトロックの実施形態の動作を図示するフローチャートで
ある。
【図６】図１～５又は図８～１０Ｃのロックによるモータ制御、バッテリレベル感知、モ
ータ電流感知、キーパッド改竄感知及びボルト位置感知のための例示装置を示す略図であ
る。
【図７】モータ始動後のある選ばれた時点におけるモータ電流の決定を伴うバッテリレベ
ル感知装置を示すグラフである。
【図８】本発明の第２の好ましい実施形態による押し引きボルトロックによる、カバー８
０１を持つロックケース８００の分解斜視図である。
【図９】第２の実施形態である押し引きボルトロックによるある重要なメカニズムのコン
ポーネントの分解斜視図である。
【図１０Ａ】ボルトがその後退した（アンロックされた）位置にある図９の押し引きボル
トロックの部分断面図である。
【図１０Ｂ】ボルトがその進出した（ロックされた）位置にある図９の押し引きボルトロ
ックの部分断面図である。
【図１０Ｃ】図９、１０Ａ及び１０Ｂのボルトの特徴を示す平面図である。
【図１１Ａ】脅迫検出、遠隔有効無効切換動作、監査証跡発生、キーパッド改竄反応及び
ボルト進出指示などの機能を実行するエレメントと共に、キーパッドユニット２及びロッ
クを含む、本発明のある実施形態によるロックシステムの略図である。
【図１１Ｂ】図１１Ａの機能を実現する代替実施形態の略図である。図１１Ａと１１Ｂは
本書では図１１と総称することがある。
【図１２Ａ】本発明のある実施形態によるキーパッド改竄反応システムで用いられる金属
片６４６を持つ、キーパッドカバー６４２とベース６４４の分解斜視図である。
【図１２Ｂ】キーパッドカバーの内部の平面図である。
【図１２Ｃ】キーパッドベースの内部の平面図である。
【図１２Ｄ】キーパッドカバーのリードスイッチ６４８と磁石６５０と並置されたベース
の金属片６４６の図である。
【図１２Ｅ】組み立てられるように配置されたキーパッドベースとキーパッドカバーの図
である。
【図１２Ｆ】カバーが組み立てられた場合にどのように金属片６４６が磁石６５０とリー
ドスイッチ６４８間に置かれるかを示す図である。
【図１３Ａ】閉じられた（ロックされた）位置にあるところを示すロック１、ボルト機構
１３１０及びセンサースイッチ１３５０を含むロックシステムの略図である。
【図１３Ａ】開かれた（アンロックされた）位置にあるところを示すロック１、ボルト機
構１３１０及びセンサースイッチ１３５０を含むロックシステムの略図である。
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